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3適合性の宣言
適合性の宣言

以下で示される Zebra プリ ンタは :

Z Series® および RZ™ シ リーズ

Z4M、 Z6M、 Z4Mplus、 Z6Mplus、 ZM400、 ZM600、 R4Mplus、 RZ400、 RZ600

製造元

Zebra Technologies Corporation
475 Half Day Road, Suite 500
Lincolnshire, IL 60069 USA

FCC 法規の所定の技術基準に準拠しているこ とを宣言いたします。

家庭用、 事務所、 商業用、 および工業用

ただし、 本宣言にあたっては、 次を条件と します。 (1) この機器に対して
未承認の変更を加えないこ と。

(2) 所定の手順に従って保守および操作を適切に行う こ と。
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準拠情報

FCC 準拠に関する声明

このデバイスは Part 15 規則に準拠しています。 動作は以下の 2 条件に従っていなけ
ればなり ません。

1. 当該デバイスによって有害な干渉が発生するこ とはない。

2. 当該デバイスは、 予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、 すべての
干渉を受け入れなければならない。

Zebra Technologies Corporation によ り明示的に承認されていない変更や改造を行った
場合、 ユーザーは設備を稼動する権限を失う可能性があるので、 注意して ください。
仕様に準拠するため、このプリ ンタにはシールド付き通信ケーブルを使用する必要が
あ り ます。

FCC 規定の電磁波暴露限度
( 無線または RFID エン コーダ搭載のプ リ ン タ )

この機器は、 規制外環境向けに FCC によ り既定されている電磁波暴露限度に準拠し
ています。取り付けや操作を行う場合は、ラジエータから最低 20 cm 離れてください。

この送信機は、他のアンテナや送信機と同じ場所に取り付けたり、併用しないでくだ
さい。

カナダの DOC 準拠に関する声明

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. （このク ラス  B デジタル
装置は、 カナダの ICES-003 に準拠しています。）

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.
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本書について
この項では、 各種の連絡先、 文書の構造と構成、 およびその他の参考情報について
説明します。
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10
対象読者

本書ユーザー ・ ガイ ドは、 プ リ ンタの操作または問題の解決を行う必要がある読者
を対象に書かれています。

本書の構成

本書ユーザー ・ ガイ ドは以下のよ うに構成されています。

項 説明

15 ページの 「はじめに」 この項では、 用紙をセッ トする際に使用する
操作コン ト ロールおよび主要コンポーネン ト
の場所を示します。

23 ページの 「プ リ ンタのセッ ト
アップ」

この項では、 プリ ンタにサプライ品をセッ ト
し、 設定を開始する前に完了する必要のある
タスク と、 考慮する必要のある事項について
説明します。

39 ページの 「操作」 この項では、 用紙のセッ ト手順およびプリ ン
タのキャ リブレート手順について説明しま
す。

67 ページの 「設定」 この項では、 プリ ンタ操作の設定に使用する
コン ト ロール ・ パネルのパラ メータについて
説明します。

101 ページの 「定期的なメンテナ
ンス」

この項では、 定期的なク リーニングおよびメ
ンテナンスの手順について説明します。

113 ページの 「 ト ラブルシュー
ティング」

この項では、 ト ラブルシューティングが必要
なエラーについて説明します。 各種診断テス
ト も含まれています。

143 ページの 「仕様」 この項では、 プリ ンタの機能および仕様につ
いて説明します。
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連絡先

インターネッ ト を利用した技術サポートは、 年中無休、 24 時間受け付け可能です。

Web サイ ト : www.zebra.com
テクニカル ・ ラ イブラ リ文書の電子メールによる返送 :

電子メール ・ アドレス : emb@zebra.com
サブジェク ト ・ ラ イン :Emaillist 

セルフサービス ・ ナレッジ ・ベース :www.zebra.com/knowledgebase
オンライン ・ ケース登録 :www.zebra.com/techrequest

必要と し ている部署は

どの部署ですか ?
南ア メ リ カ / 北ア メ リ カ

ヨ ーロ ッパ、 中東、 
およびア フ リ カ

アジア太平洋

およびイ ン ド

地域本部 Zebra Technologies Corporation
475 Half Day Road, Suite 500
Lincolnshire, IL 60069 USA

T: +1 847 634 6700
フ リーダイヤル : +1 866 230 9494
F: +1 847 913 8766

Zebra Technologies Europe Limited
Dukes Meadow
Millboard Road
Bourne End
Buckinghamshire, SL8 5XF
United Kingdom

T: +44 (0) 1628 556000
ファ ッ クス :+44 (0) 1628 556001

Zebra Technologies Asia 
Pacific Pte. Ltd.
120 Robinson Road
#06-01 Parakou Building
Singapore 068913

T: + 65 6858 0722
F: +65 6885 0838

技術サポー ト

Zebra 機器およびソフ ト

ウェアの操作に関する質

問については、 販売業者

にお問い合わせください。

さらに援助が必要な場合

は、 Zebra までお問い合わ

せください。

モデル番号とシ リアル番

号をご用意ください。

T: +1 877 ASK ZEBRA (2759327)
F:+1 847 913 2578

ハードウェア :ts1@zebra.com
ソフ ト ウェア :ts3@zebra.com

Kiosk プリ ンタ :
T: +1 866 322 5202
E-mail:kiosksupport@zebra.com

T: +44 (0) 1628 556039
F: +44 (0) 1628 556003

E: Tseurope@zebra.com

T: +65 6858 0722
F: +65 6885 0838

E: 中国 : tschina@zebra.com
その他の地域 : 
tsasiapacific@zebra.com

修理サービス部門

プリ ンタのご送付による

修理についてのお問い合

わせ。

T: +1 877 ASK ZEBRA (2759327)
F:+1 847 821 1797

E: repair@zebra.com

米国での修理を依頼するには、

www.zebra.com/repair を参照してく

ださい。

T: +44 (0) 1772 693069
F: +44 (0) 1772 693046

新しいご依頼 :ukrma@zebra.com
ステータスの更新 :
repairupdate@zebra.com

T: +65 6858 0722
F: +65 6885 0838

E: 

中国 : tschina@zebra.com
その他の地域 : 
tsasiapacific@zebra.com

技術研修部門

Zebra 製品研修コースにつ

いてのお問い合わせ。

T: +1 847 793 6868
T: +1 847 793 6864
F: +1 847 913 2578

E: ttamerica@zebra.com

T: +44 (0) 1628 556000
F: +44 (0) 1628 556001

E: Eurtraining@zebra.com

T: + 65 6858 0722
F: +65 6885 0838

E: 中国 : tschina@zebra.com
その他の地域 :
tsasiapacific@zebra.com

製品照会部門

製品カタログおよび流通

業者、 販売業者について

のお問い合わせ。

T: +1 877 ASK ZEBRA (275 9327)

E: inquiry4@zebra.com

T: +44 (0) 1628 556037
F: +44 (0) 1628 556005

E: mseurope@zebra.com

E: 中国 :GCmarketing@zebra.com
その他の地域 :
APACChannelmarketing@zebra.com

カス タ マ ・ サービス部門 
( 米国 )

国内販売部門 ( 英国 )

プリ ンタ本体、 パーツ、

用紙、 リボンに関するお

問い合わせは、 最寄の販

売代理店または弊社まで

ご連絡ください。

T: +1 877 ASK ZEBRA (275 9327)

E: clientcare@zebra.com

T: +44 (0) 1628 556032
F: +44 (0) 1628 556001

E: cseurope@zebra.com

T: +65 6858 0722
F: +65 6885 0836

E: 中国 :
order-csr@zebra.com

その他の地域 :
csasiapacific@zebra.com

省略記号 : T: 電話
F: ファ ッ クス
E: 電子メール
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文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則が使用されます。

代替色  ( オンラインのみ ) 相互参照には、このガイ ドの別の項にジャンプするための
ホッ ト ・ リ ンクが含まれています。 このガイ ドを  .pdf 形式でオンライン表示している
場合に、相互参照 ( 青いテキス ト ) をク リ ッ クする と、参照先に直接ジャンプします。

LCD デ ィ スプレ イの例  プ リ ン タの液晶デ ィ スプレ イ  (LCD) のテキ ス ト は
Bubbledot ICG フォン トで表示されます。

コマン ド ラ イ ンの例  コマン ド ラ インの例は Courier New フォン ト で表示されま
す。たとえば、bin ディ レク ト リに含まれるインス トール後のスク リプ トにアクセス
するには、 ZTools を入力します。

フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ   ファ イル名とディ レ ク ト リ は Courier New フォン ト で
表示されます。 た と えば、 Zebra<version number>.tar フ ァ イルや /root
ディ レク ト リ などのよ うに表示されます。

絵記号の意味  

注意 • 静電気放電の危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 電気シ ョ ッ ク を受ける危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 過剰な温度の上昇によ って火傷を負う危険がある こ と を警告し ます。

注意 • 特定の操作を実行し なかった場合、 または特定の操作を避けなかった場合、 身体に
負傷を及ぼす危険がある こ と を警告し ます。

注意 • ( 絵記号な し ) 特定の操作を実行し なかった場合、 または特定の操作を避けられな
かった場合、 ハー ド ウ ェ アに損傷を及ぼす危険がある こ と を警告し ます。

重要 • タスクを完了するために重要な情報を通知します。

注記 •  本文の要点を強調または補足する中立的情報または肯定的情報を示します。

例 • テキス トの内容を明確にするための例やシナリオを提供します。
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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図の見出し   見出しは、 ラベル付けと説明が必要な情報が図に含まれている と きに使
用されます。ラベルと説明を含む表が、図の後に表示されます。図 1 は例を示します。

図 1 • 見出し付きのサンプル図

1 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタン

2 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタン

21
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1
はじめに
この項では、用紙をセッ トする際に使用する操作コン ト ロールおよび主要コンポーネ
ン トの場所を示します。
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16
外観図

図 2 と図 3 に、 プリ ンタ外部のコンポーネン ト と接続を示します。

図 2 • の前部プ リ ン タ

1 コン ト ロール ・ パネル

2 用紙アクセス用ドア

1
2
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17はじめに
外観図
図 3 • プ リ ン タの後部

1 電源スイ ッチ (O = オフ、 I = オン ) 5 シ リ アル ・ ポート

2 AC 電源コネクタ 6 内蔵有線プリ ン ト ・ サーバ ・ ポート  
(Ethernet オプシ ョ ン )

3 ワイヤレス ・ カード取り出しボタン 7 USB ポート

8 パラレル ・ ポート

4 ワイヤレス ・ プラス ・ プ リ ン ト ・
サーバ ・ カード ・ スロ ッ ト  
(Ethernet オプシ ョ ン )

9 無線内蔵ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・
サーバのアンテナ
(Ethernet オプシ ョ ン )

5

6
7

8

1

2

3

4

5

6
7

8

1

2

9

( すべての標準コネク タ、 内部 10/100 有線プ リ ン ト ・ サーバ、 
無線内蔵のワイヤレス ・ プ ラス ・ プ リ ン ト ・ サーバを示し ています )

( すべての標準コネク タ、 内部 10/100 有線プ リ ン ト ・ サーバ、 
ワイヤレス ・ プ ラス ・ プ リ ン ト ・ サーバを示し ています )
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プ リ ン タ用紙セ ッ ト 部

図 4 に、プ リ ンタの用紙コンパート メン ト内にあるコンポーネン ト を示します。どの
オプシ ョ ンを取り付けたかによって、 プ リ ンタの外観は多少異なる場合があ り ます。

図 4 • プ リ ン タのコ ンポーネン ト

注記 • 製品ライン全体で最適な印刷品質と適切なプリ ンタ ・ パフォーマンスを得る
ため、 Zebra では Zebra™ 純正のサプライ品を トータル・ ソ リ ューシ ョ ンの一部と し
て使用するこ とを強くお勧めします。特に、 ZM400、 ZM600、 RZ400、および RZ600
は、Zebra™ 純正プリ ン トヘッ ドでのみ機能し、安全性と印刷品質を最大化するよ う
に設計されています。

1 印字ヘッ ド ・ アセンブリ 6 用紙サプライ  ガイ ド * ( 新モデル )
2 コン ト ロール ・ パネル 7 用紙サプライ  ガイ ド * ( 新モデル )
3 用紙アクセス用ドア 8 用紙サプライ  ガイ ド * ( 旧モデル )
4 リ ボン ・ サプライ ・ スピンドル 9 用紙サプライ  ガイ ド * ( 旧モデル )
5 リ ボン巻き取り スピンドル 10 ダンサー ・ アセンブリ

11 印字ヘッ ド ・ リ リース ・ ラ ッチ

11

5

1

2

4

10

8
9

6
7

3
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コ ン ト ロール ・ パネル
コ ン ト ロール ・ パネル

コン ト ロール ・ パネルには、 基本的な操作を表すライ トおよび基本的な操作で押す
ボタンがあ り ます。 コン ト ロール ・ パネルのボタンやライ トの説明は、 図 5 を参照
してください。 それぞれの説明については、 表 1 および表 2 を参照してください。

図 5 • コ ン ト ロール ・ パネル

1 電源 LED
2 一時停止 LED
3 エラー LED
4 データ  LED
5 LCD

6 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタン

7 PLUS (+) ボタン

8 SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタン

9 MINUS (-) ボタン

10 SELECT ( 選択 ) ボタン

11 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタン

12 PAUSE ( 一時停止 ) ボタン

1 2 3 4

5

6

7

8

11

12

10

9
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コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン

表 1 • コ ン ト ロール ・ パネル ・ ボタ ン

ボタ ン 機能

FEED ( フ ィ ー ド ) このボタンを押すたびに、 プ リ ンタによって空白のラベルが 1 つフ ィード
されます。

• プリ ンタが印刷中でない :1 つの空白のラベルがただちにフ ィード され
る。

• 印刷中 : 現在のラベルのバッチが完了した後に、 1 つの空白のラベルが
フ ィード される。

PAUSE ( 一時停止 ) 印刷処理が開始および停止します。

• プリ ンタが印刷中でない :印刷が行われない (PAUSE (一時停止) ボタンを
押して印刷を再開する )

• 印刷中 : 現在のラベルの印刷が完了する と、 印刷は停止する。

キャ ンセル プリ ンタが一時停止になる と印刷ジ ョブがキャンセルされます。

• プリ ンタが印刷中ではない:次の保存されたラベル・フォーマッ トは印刷
されない。

• 印刷中 : 現在のラベルは印刷を完了し、次のラベル・フォーマッ トはキャ
ンセルされる。

ボタンを数秒間押したままにする と、 メモ リ内のすべての印刷ジ ョ ブが
キャンセルされます。

SETUP/EXIT 
( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 )

設定モードのオンとオフを切り替えます。

SELECT ( 選択 ) スク ロール ・ モード と変更モード との間で PLUS (+) と  MINUS (-) の機能を
切り替えます。

• ボタンを一度押すと、 PLUS (+) と   MINUS (-) の各ボタンを使用して、 選
択した値を変更できるよ うになる。

• SELECT ( 選択 ) ボタンをも う一度押すと、PLUS (+) と  MINUS (-) の各ボ
タンを使用して、 メニュー ・ アイテムをスク ロールできるよ うになる。

PLUS (+)
( スクロール・モード )

次の選択肢にスクロールします。

PLUS (+)
( 変更モード )

• 値を増加させる。

• LCD の右下で操作を実行する。

MINUS (–)
( スクロール・モード )

前の選択肢にスクロールします。

MINUS (–)
( 変更モード )

• 値を減少させる。

• 次の桁の数値に移動する。

• LCD の左下で操作を実行する。
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ ンプ

表 2 • コ ン ト ロール ・ パネル ・ ラ イ ト

ラ イ ト ステータ ス 説明

POWER ( 電源 ) オフ プリ ンタがオフになっているか、 電源供給があ り ません。

オン プリ ンタがオンになっています。

PAUSE ( 一時停止 ) オフ 正常運転。

オン プリ ンタですべての印刷処理が停止されます。

点滅 フラ ッシュ ・ メモ リの初期化時、および剥離モードでは、 ラベ
ルの使用可能時に、 PAUSE ( 一時停止 ) ライ トが点滅します。

ERROR ( エラー ) オフ 正常運転 ( エラーなし )。

オン エラーが発生したため、印刷できません。「用紙切れ」エラー、
または 「 リ ボ ン があ り ません」 エラーがあ り ます。

点滅 エラーが発生しましたが、印刷を続行できます。「 リ ボ ンがあ
り ま す」 警告、 または 「ヘ ッ ド過剰低温」 警告、 「ヘ ッ ド
過剰高温」 エラーがあ り ます。

データ オフ 正常運転。 受信中または処理中のデータはあ り ません。

オン プリ ンタはデータを処理中または印刷中です。受信中のデータ
はあ り ません。

速く点滅 / プ リ ンタがホス ト ・ コンピュータからデータを受信している
か、ホス ト ・コンピュータにステータス情報を送信しています。
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プ リ ン タ言語モー ド

お客様からのプリ ンタのご注文内容によ り、以下のプリ ンタ言語のいずれかで動作ま
たはその言語に対応したコマンドが使用できるファームウェアが、工場で導入された
状態で届けられます。

• Zebra プログラ ミ ング言語 (ZPL®)、 XML を含む

• Eltron® プログラ ミ ング言語 (EPL™)

フ ァームウ ェ アのダウンロー ド

随時、 ご使用のプリ ンタにファームウェアをダウンロード して、プ リ ンタ言語を別の
言語に変更するこ とができます。最新のファームウェア ・バージ ョ ンおよびそれらの
ダウンロード手順については、 http://www.zebra.com/firmware をご覧ください。

その他のプ リ ン タ言語情報

以下のマニュアルには、各種のプリ ンタ言語モードに関する個別情報が記載されてい
ます。お客様のプリ ンタに付属の CD にこれらのマニュアルのコピーが収録されてい
ます。 また、 http://www.zebra.com/manuals からも利用できます。

• 詳細については、 『Zebra Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror, and 
WML』 を参照して ください。

• EPL2™ プログラ ミ ング ・ ガイ ド

注記 • 以下の制限が適用されます。

• EPL は、 203 dpi プリ ンタでのみ対応します。

• 古いバージ ョ ンのファームウェアの場合、 RFID 機能は、 XML による  ZPL モー
ドで動作する  R53.X ファームウェアでのみ利用できます。

注記 • ご使用のプ リ ンタにおいてプ リ ンタ言語を別の言語に変更する と、 エラー ・
メ ッセージが LCD に表示され、 コン ト ロール・パネル・ ランプがエラー・モードの
表示をする場合があ り ます。 これらのエラー ・ メ ッセージやランプ表示は無視して
もかまいません。 ファームウェアのダウンロードが完了したら、 プ リ ンタを再起動
し、プ リ ンタ・デフォルト値をロード して、プ リ ンタを動作モードに戻して ください。

http://www.zebra.com/firmware
http://www.zebra.com/manuals
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プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ
この項では、プリ ンタにサプライ品をセッ ト し、設定を開始する前に完了する必要の
あるタスク と、 考慮する必要のある事項について説明します。
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始める前に

プリ ンタのセッ ト アップまたは使用を始める前に、 このチェッ ク リ ス ト を確認し、問
題を解決してください。

 プ リ ン タの開梱と点検 : プリ ンタを開梱し、 損傷がないか点検しましたか ? まだ
の場合には、 25 ページの 「プ リ ンタの梱包からの取り出しおよび点検」 を参照し
てください。

 設置場所の選択 : プリ ンタの設置に適した場所を選択しましたか ? まだの場合に
は、 26 ページの 「プ リ ンタ設置場所の選択」 を参照してください。

 データ ・ ソースへの接続 : プリ ンタをデータ ・ ソース  ( 通常はコンピュータ ) に
接続する方法を決定しましたか ? 詳細については、 27 ページの 「データ通信イン
ターフェイスの選択」 を参照してください。

 電源コー ドの接続 : プリ ンタに適した電源コードがあ り ますか ? 確かでない場合
には、 33 ページの 「電源コード仕様」 を参照してください。 電源コードを取り付
け、 プリ ンタを電源に接続するには、 32 ページの 「プ リ ンタの電源接続」 を参照
してください。

 用紙の選択 : アプリ ケーシ ョ ンに適した用紙があ り ますか?確かでない場合には、
34 ページの 「用紙のタイプ」 を参照して ください。

 リボンの選択 : リ ボンを使用する必要があ り ますか ? 必要な場合、 適切な リボン
があ り ますか ? 確かでない場合には、 36 ページの 「リボンの概要」 を参照してく
ださい。



25プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プ
プ リ ン タの取り扱い

2011/3/18 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 79695L-073

プ リ ン タの取り扱い

この項では、 プリ ンタを扱う方法について説明します。

プ リ ン タの梱包からの取り出しおよび点検

プリ ンタを受け取ったら、ただちに梱包から取り出し、輸送中の損傷がないかを点検
してください。

• 梱包材はすべて保管しておいてください。

• すべての外装表面に損傷がないかを確認します。

• 用紙アクセス用ドアを上げ、 用紙セッ ト部のコンポーネン トに損傷がないかど う
か点検します。

点検によって、輸送中に発生した損傷が見つかった場合には、次の手順に従ってくだ
さい。

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出します。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管しておきます。

• 最寄の正規 Zebra 販売代理店にお知らせください。

プ リ ン タの保管

プリ ンタをすぐに使用しない場合は、元の梱包材料を使用してプリ ンタを梱包し直し
て ください。 プ リ ンタは表 3 に示す条件下で保管できます。

プ リ ン タの輸送

プリ ンタを輸送する場合は、 以下の手順に従ってください。

• プリ ンタをオフ  (O) にして、 すべてのケーブルを取り外します。

• プリ ンタ  内部からすべての用紙、 リボン、 または固定されていない物を取り外
します。

• 印字ヘッ ドを閉じます。

• プリ ンタは、 輸送中の損傷を避けるために、 元の段ボール箱またはその他の適切
な段ボール箱に注意して梱包してください。 元の梱包材料がないか、 破損してい
る場合は、 Zebra から発送用段ボール箱を購入できます。

重要 • Zebra Technologies Corporation では、 機器の輸送中に発生した損傷に対して
は責任を負わず、 保証内での修理も行いません。

表 3 • 保管時の温度および湿度

温度 相対湿度

-40 ～ 60 °C (-40 ～ 140°F) 5 ～ 85% ( 非結露 )
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プ リ ン タ設置場所の選択

プリ ンタに適した場所を選択する際は、 次の点を考慮してください。

設置面の選択

プリ ンタおよび必要に応じてその他の機器 ( コンピュータなど ) を設置するのに十分
な広さ と強度を備えた、 安定した水平な面を選択します。 たとえば、 テーブル、 カウ
ンター、机、カート などを選択できます。プリ ンタの重量と寸法については、144 ペー
ジの 「一般的な仕様」 を参照してください。

適切な動作条件の確保

このプリ ンタは、倉庫や生産現場を含め、幅広い環境および電気条件で動作するよ う
に設計されています。 必要条件の詳細については、 144 ページの 「一般的な仕様」 を
参照してください。

表 4 は、 プ リ ンタ動作時の温度および相対湿度の要件を示します。

適切なスペースの確保

プリ ンタの周囲には、 用紙アクセス用ドアを開くための十分なスペースが必要です。
また、換気と冷却が適切に行われるよ うに、プ リ ンタの各面には空間を設けてくださ
い。

データ ・ ソースの提供

データ ・ ソース  ( コンピュータなど ) から離れた場所にプリ ンタを設置する場合、 選
択した設置場所からデータ ・ ソースに適切に接続できるよ うにする必要があ り ます。
各種の通信インターフェイス とその制限については、 27 ページの 「データ通信イン
ターフェイスの選択」 を参照してください。

電源の確保

コードの抜き差しが容易な場所にある電源コンセン ト の近くにプ リ ンタを設置して
ください。

表 4 • 動作時の温度および湿度

モー ド 温度 相対湿度

熱転写 5 ～ 40°C (40 ～ 105°F) 20 ～ 85% ( 結露なきこ と )

感熱 0 ～ 40°C (32 ～ 105°F) 20 ～ 85% ( 結露なきこ と )

注意 •  プ リ ン タの背後や下に詰め物やク ッ シ ョ ン材を置かないで く だ さい。空気の流れが
遮断され、 プ リ ン タの過熱を引き起こすおそれがあ り ます。
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データ通信イ ン ターフ ェ イスの選択

表 5 に、プリ ンタをコンピュータに接続する と きに使用するデータ通信インターフェ
イスについての基本情報を示します。使用可能なデータ通信インターフェイスを使用
して、 ラベル・ フォーマッ ト をプ リ ンタに送信できます。 プリ ンタ と コンピュータの
両方、 またはローカル・エ リ ア ・ネッ ト ワーク  (LAN) でサポート されているインター
フェイスを選択します。

表 5 に、プ リ ンタ と コンピュータに対応する各種データ ・ケーブルの接続方法を示し
ます。 コンピュータ背面のコネクタは、 この項のサンプル・ コンピュータ と異なる位
置にあるこ とがあ り ます。

注意 • データ通信ケーブルを接続する前に、 プ リ ン タの電源がオフ  (O) になっている こ と
を確認し て く だ さ い。 電源オン (I) の状態でデー タ通信ケーブルを接続する と、 プ リ ン タ
を損傷するおそれがあ り ます。

表 5 • データ通信イ ン ターフ ェ イス

イ ン ターフ ェ イス
標準または
オプシ ョ ン

説明

RS-232 シ リ アル 標準 制限および要件  

• 最大ケーブル長 = 15.24 m (50 フ ィート )
• ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 プ リ ンタのパラ メー

タの変更が必要になる場合があ り ます。

• 標準のモデム ・ケーブルを使用する場合、 ヌル・モデム ・
アダプタを使用してプ リ ンタに接続する必要があ り ま
す。

接続と設定  ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 ボー ・ レー
ト、データ ・ビッ ト数およびス ト ップ・ビッ ト数、パリティ、
および XON/XOFF または DTR のコン ト ロールを設定する
必要があ り ます。これらのパラ メータの表示および変更方法
については、 73 ページの 「標準コン ト ロール ・ パネル ・ パ
ラ メータ」 を参照して ください。
2011/3/18 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 79695L-073
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IEEE 1284 双方向パ
ラレル

標準 制限および要件  

• 最大ケーブル長 = 3 m (10 フ ィート )
• 推奨ケーブル長 = 1.83 m (6 フ ィート )
• ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 プ リ ンタのパラ メー

タを変更する必要はあ り ません。

接続と設定  これ以外の設定は不要です。

USB 標準 制限および要件  

• 最大ケーブル長 = 5 m (16.4 フ ィート )
• ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 プ リ ンタのパラ メー

タを変更する必要はあ り ません。

接続と設定  これ以外の設定は不要です。

注意 • USB ケーブルは、 プ リ ン タの有線イーサネ ッ ト ・ プ リ ン
ト ・ サーバ ・ コネク タ に接続し ないよ う に注意し て く だ さい。 接
続する と コネク タが破損し ます。

表 5 • データ通信イ ン ターフ ェ イス ( 続き )

イ ン ターフ ェ イス
標準または
オプシ ョ ン

説明
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Twinax/Coax オプシ ョ ン 制限および要件  

• EBCDIC から  ASCII へのコンバータ と して機能します。

• IBM® AS/400® 環境のプリ ンタ と通信を行えるよ うにし
ます。

接続と設定  これ以外の設定は不要です。 このオプシ ョ ンを
購入するには、お近くの正規 Zebra 販売代理店までお問い合
わせください。

表 5 • データ通信イ ン ターフ ェ イス ( 続き )

イ ン ターフ ェ イス
標準または
オプシ ョ ン

説明
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内 蔵 有 線 イ ー サ
ネッ ト ・ プ リ ン ト ・
サーバ

オプシ ョ ン 制限および要件  

• LAN 上の任意のコンピュータからプリ ンタに印刷でき
ます。

• ZPL モードの場合、プリ ンタの Web ページからプリ ンタ
と通信できます。

• プリ ンタは LAN を使用するよ うに構成する必要があ り
ます。

接続と設定  設定手順については、 『ZebraNet 10/100 プ リ ン
ト ・サーバ・ユーザーおよびリ ファレンス ・ガイ ド』 を参照
して ください。本マニュアルは、プ リ ンタ付属の CD に収録
されています。 また、 http://www.zebra.com/manuals からも利
用できます。

注記 • この接続を使用するには、 このポー ト に USB
コネク タを誤って差し込まないよ う工場出荷時に取
り付けられたプラグを取り外す必要があ り ます。

ワイヤレス ・ イーサ
ネッ ト ・ プ リ ン ト ・
サーバ

オプシ ョ ン 制限および要件  

• ワイヤレス ・ ローカル ・ エ リ ア ・ ネッ ト ワーク  (WLAN)
上の任意のコンピュータからプリ ンタに印刷できます。

• ZPL モードの場合、プリ ンタの Web ページからプリ ンタ
と通信できます。

• プリ ンタは WLAN を使用するよ うに構成する必要があ
り ます。

設定  設定手順は、 『ZebraNet ワ イヤレス ・ ユーザー ・ ガイ
ド』 を参照して ください。本マニュアルは、プリ ンタ付属の
CD に収録されています。また、http://www.zebra.com/manuals
からも利用できます。

表 5 • データ通信イ ン ターフ ェ イス ( 続き )

イ ン ターフ ェ イス
標準または
オプシ ョ ン

説明
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データ ・ ケーブルとワイヤレス ・ ケーブル

用途に適したデータ ・ ケーブルや取り外し可能な無線カードがそれぞれ必要です。 (
ワイヤレス ・プ リ ン ト ・サーバによっては一体型無線カードが付属しているこ とがあ
り ます )。

データ ・ ケーブル  イーサネッ ト ・ケーブルはシールド不要ですが、他のデータ ・ケー
ブルはすべて、完全にシールド され、金属または金属で被覆されたコネクタ ・ シェル
を備えている必要があ り ます。 シールド されていないデータ ・ ケーブルを使用する
と、 規制制限を超える不要輻射ノ イズが放散されるおそれがあ り ます。

ケーブルにおける電気ノ イズの影響を最小にするには ：

• データ ・ ケーブルをできるだけ短く します。

• データ ・ ケーブルと電源コードを一緒にしてきつく束ねないよ うにしてくださ
い。

• データ ・ ケーブルを電源ワイヤ導線に結び付けないこ と。

ワイヤレス ・ カー ド   サポート されるワイヤレス ・カードについては、『ZebraNet ワイ
ヤレス ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照してください。 お客様のプリ ンタに付属の CD に
マニュアルが収録されています。 また、 http://www.zebra.com/manuals からも利用でき
ます。
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プ リ ン タの電源接続

AC 電源コードの一端には、 プ リ ンタ背面の AC 電源コネクタに差し込む 3 ピンのメ
ス ・ コネク タが付いています。 プ リ ンタに電源ケーブルが付属していない場合は、 33
ページの 「電源コード仕様」 を参照してください。

プ リ ン タ を電源に接続するには、 次の手順を実行し ます。

1. プリ ンタの電源スイ ッチをオフ  (O) にします。

2. 電源コードをプリ ンタ後部の AC 電源コネクタ  (1) に差し込みます。

3. 電源コードのも う一方の端をプリ ンタ近くの電源コンセン トに差し込みます。

4. プリ ンタをオン (I) にします。

コン ト ロール ・ パネル LCD と ラ イ トが点灯し、 プ リ ンタが起動中であるこ とを
示しています。

注意 • 使用者と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用に適し た 3 芯の認
可電源コー ド を必ず使用し て く だ さい。 このコー ドは、 IEC 320 メ ス ・ コネク タ を使用し、
その地域に適し た 3 芯のアース付きプ ラグ構成である こ とが必要です。

1
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電源コー ド仕様

お客様の注文内容に応じて、プリ ンタに電源コードが付属する場合と付属しない場合
があ り ます。電源コードが付属していない場合や付属のコードがご使用の要件に適し
ていない場合には、 図 6 と以下のガイ ド ラインを参照してください。

• コード全長が 3 m (9.8 フ ィート ) 以下であるこ と。

• コードの定格が 10 A、 250 V 以上であるこ と。

• 安全を確保し、 電磁気の干渉を低減するために、 シャーシにグランド  ( アース ) 
が接続されているこ と。

図 6 • 電源コー ド仕様

図 7 • 国際安全規格の認定マーク

注意 • 人体と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用に適し た 3 芯の認可
電源コー ド を必ず使用し て く だ さ い。 このコー ド は、 IEC 320 メ ス ・ コ ネ ク タ を使用し、
その地域に適し た 3 芯のアース付きプ ラグ構成である こ とが必要です。

1 使用する国に適した AC 電源プラグ。図 7 に示す
国際安全規格の認定マークの う ち、 少な く と も
1 つが刻印されている必要があ り ます。

2 使用する国で認定されたケーブル (3 芯 HAR
ケーブルなど )

3 IEC 320 コネクタ。 図 7 に示す国際安全規格の認
定マークのうち、少なく と も  1 つが刻印されてい
る必要があ り ます。

4 長さ   3 m (9.8 フ ィ ー ト )。 定格 10 アンペア、
250 VAC。

3
1

2

4

2011/3/18 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 79695L-073



プ リ ン タ のセ ッ ト ア ッ プ
用紙のタ イプ

34
用紙のタ イプ

プリ ンタではさまざまなタイプの用紙を使用できます。

• 標準の用紙 - 大半の標準用紙では、 裏面粘着式で個々のラベルまたは一連のラベ
ルをライナーに貼り付けられます。

• タグ ・ ス ト ッ ク  - タグは通常、 厚手用紙で作られています。 タグ ・ ス ト ッ クには
粘着テープやライナーはなく、 通常はタグ間にミシン目が入っています。

• 無線自動識別 (RFID) 「スマート 」 用紙 - RFID 用紙は、
RFID リーダー / エンコーダ搭載のプリ ンタで使用できます。
RFID ラベルは、 非 RFID ラベルと同じ原料と接着剤ででき
ています。 各ラベルのラベルと ライナーの間には、 チップ
とアンテナで構成された RFID ト ランスポンダー ( 「イン
レー」 と も呼ばれる ) が埋め込まれています。 ト ランスポンダーの形状は、 メー
カーによって異なり、 ラベルの上から透けて見えます。 「スマート 」 ラベルの全
種に読み取り可能なメモ リが備わっており、 またその多くが、 エンコード可能な
メモ リ を備えています。

表 6 では、 ロール用紙と折り畳み用紙を説明しています。 ロール用紙はプリ ンタ内部
にセッ ト されますが、 折り畳み用紙はプリ ンタの内側または外側にセッ ト されます。

重要 • Zebra では、 高品質の印刷を継続して行えるよ うに、 Zebra 製のサプライ用品
を使用するこ とを強くお勧めします。 プリ ンタの印刷能力を向上させ、 印字ヘッ ド
の寿命を長持ちさせるために特別に設計された、 広範囲の紙製、 ポ リプロピレン
製、 ポ リエステル製、 およびビニール製の用紙が用意されています。 サプライ品の
購入については、 http://www.zebra.com/support をご覧ください。

重要 • ラベル内のト ランスポンダーの配置は、 ト ランスポンダーのタイプおよび
プリ ンタのモデルによ り異なり ます。 プリ ンタに適切な 「スマート 」 用紙を使用
しているこ とを確認してください。 詳細については、 『RFID プログラ ミ ング ・
ガイ ド』 を参照してください。 お客様のプリ ンタに付属の CD にコピーが収録さ
れています。 また、 http://www.zebra.com/manuals からも利用できます。
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表 6 • ロール用紙と折り畳み用紙

用紙タ イプ 外観 説明

単票ロール用紙 ロール用紙は 76mm (3 インチ ) 芯に巻かれています。
個々のラベルは、次の 1 つ以上の方法で区切られていま
す。

• 透過式用紙は、 ギャップ、 穴、 切れ込みでラベルを
区切り ます。

• 黒マーク用紙には用紙裏面に黒マークがあらかじめ
印刷され、 ラベルの分離位置を示しています。

• ミ シン目の入った用紙にはミシン目があ り、 ラベル
やタグを簡単に切り離せます。 用紙には、 黒マーク
など、 ラベルやタグの分離位置を示すその他のマー
クがあ り ます。

単票折り畳み用紙 折り畳み用紙は、ジグザクに折られた用紙です。折り畳
み用紙は、単票ロール用紙と同様にラベルを分離してい
ます。ラベルの分離位置が折り目または折り目付近にか
かるこ とがあ り ます。

連続ロール用紙 ロール用紙は 76mm (3 インチ ) 芯に巻かれています。

連続ロール用紙には、ラベル分離位置を示す切れ目、穴、
切れ込み、黒マークはあ り ません。 このため、 イ メージ
をラベル上の任意の場所に印刷できます。カッ ターを使
用してラベルを切り離せます。
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リボンの概要

リ ボンとは、 熱転写処理の際に用紙に転写されるワッ クス、 レジンまたはワッ クス ・
レジンで片面がコーテ ィ ングされた薄いフ ィルムのこ とです。 リ ボンを使用する必
要があるかど うか、 およびリボンの幅はどのく らいかは、 用紙によって決ま り ます。

リボンが使用される場合、 リボンは、使用する用紙の幅以上のものを使用する必要が
あ り ます。 リボンの幅が用紙の幅よ り も狭いと、印字ヘッ ドが完全に保護されず、印
字ヘッ ドの寿命を短くするおそれがあ り ます。

リ ボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。感熱用紙と熱転写用紙のいずれであるかを判断するには、用紙のスク ラ ッチ ・ テ
ス ト を実行して ください。

用紙スク ラ ッ チ ・ テス ト を行う には、 次の手順に従います。

1. 用紙の印刷面を指の爪で素早く こすり ます。

2. 用紙に黒いスジが現れるかど うか確認します。

リ ボンのコーテ ィ ング面

リボンのコーティング面は、 ロールの内側の場合と外側の場合があり ます。 使用する
リボンは、 装着された熱転写オプシ ョ ンに適合する必要があり ます。 標準の熱転写オ
プシ ョ ン ( 黒いリボン・スピンドル ) は外側がコーティングされた リボンを使用し、代
替熱転写オプシ ョ ン ( ZM400 および RZ400 のみにあるグレーのリボン ・ スピンドル )
では内側がコーティングされた リボンを使用します。 特定のリボンでコーディングが
内側にされているのか外側にされているのか明確でない場合は、 粘着性テス ト または
リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーディングされている側を見極めます。

粘着性テス ト

ラベルを使用できる場合、粘着性のテス ト を実行して、 リボンのコーティング面を判
別します。 この方法は、 すでに装着されている リボンに対して非常に有効です。

粘着性テス ト は、 次の手順に従います。

1. ラベルをライナーから剥がします。

2. ラベルの粘着面の端を リボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リボンから剥がします。

黒いスジの状態 用紙のタ イプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リボンは不要です。
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4. 結果を観察します。 リボンのインクの小片がラベルに付いているかど うか確認し
てください。

リボンのスク ラ ッ チ ・ テス ト

ラベルを使用できない場合、 リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

リ ボンのスク ラ ッ チ ・ テス ト は、 次の手順に従います。

1. リ ボンを少しロールから引き出します。

2. リ ボンの引き出した部分を、 リボンの外側が用紙と接するよ うに用紙に置きま
す。

3. リ ボンの引き出した部分の内側を指の爪でこすり ます。

4. リ ボンを用紙から外します。

5. 結果を観察します。 用紙にリボンの跡が付いたかど うか確認してください。

リ ボンのイ ン クの状態 操作 ...

ラベルに付いている リボンの外側にコーティングがあ り、標準
の熱転写オプシ ョ ンで使用できます (黒い
リボン ・ スピンドル )。 リボン装着手順で
は、指示にこのシンボルが付けられていま
す。

ラベルに付かなかった リボンの内側にコーティングがあ り、代替
熱転写オプシ ョ ンで使用できます (グレー
のリボン ・ スピンドル )。 リ ボン装着手順
では、指示にこのシンボルが付けられてい
ます。

リ ボンの跡 操作 ...

用紙に リ ボンの跡が付い
ている

リボンの外側にコーティングがあ り、標準の熱転写
オプシ ョ ンで使用できます ( 黒いリボン ・ スピンド
ル )。

用紙に リ ボンの跡が付い
ていない

リボンの内側にコーティングがあ り、代替
熱転写オプシ ョ ンで使用できます (グレー
のリボン ・ スピンドル )。 リ ボン装着手順
では、指示にこのシンボルが付けられてい
ます。
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3
操作
この項では、用紙のセッ ト手順およびプリ ンタのキャ リブレート手順について説明し
ます。

注記 • プリ ンタを操作する前に、 23 ページの 「プ リ ンタのセッ ト アップ」 のタスク
を完了し、 問題を解決してください。
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印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン

このプリンタは、ラベルの剥離に異なる印字モード とオプションを使用できます (表 7)。
使用する用紙および選択可能なプリンタ ・オプショ ンに適合した印字モードを使用して
ください。 用紙タイプの詳細については、 34 ページの 「用紙のタイプ」 を参照してく
ださい。 印字モードの選択については、 76 ページの 「印字モードを選択します。」 を参
照してください。

印字モー ドの説明と プ リ ン タの要件

表 7 • 印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン

印字モー ド 使用するケース / プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン条件 プ リ ン タの動作

切り取りモード
( デフォルト設定 )

ほとんどのアプ リ ケーシ ョ ンで使用されま
す。 このモードは、 任意のプ リ ンタ ・ オプ
シ ョ ンおよびほとんどの用紙タイプで使用
できます。

プ リ ン タは、 指定されたラベ
ル ・ フ ォーマッ ト で印刷し ま
す。 プ リ ンタのオペレータは、
印刷後、印刷されたラベルを切
り取るこ とができます。

剥離 プ リ ンタに剥離またはラ イナー巻き取りオ
プシ ョ ンがある場合にのみ使用されます。

プリ ンタは、印刷中に台紙から
ラベルを剥離し、ラベルが取り
除かれるまで一時停止します。

剥離モードでは、台紙はプリ ン
タ前面から排出されます。ライ
ナー巻き取 り オプシ ョ ン付き
の剥離モードでは、台紙はライ
ナー巻き取 り スピン ドルまた
は巻き取 り スピン ドルに巻き
取られます。

カッ ター プリ ンタにはカッ ター ・ オプシ ョ ンがあ り、
ラベルを切り離す場合に使用します。

プリ ンタは、ラベルを印刷して
から、 ラベルをカッ ト します。

遅延カッ ト プ リ ンタにはカッ ター ・ オプシ ョ ンがあ り、
信号によってラベルを切り離す場合に使用
します。

プリ ンタはラベルを印字して一
時停止し、 ~JK ( 遅延カッ ト )
ZPL コマンドを受け取ると ラベ
ルをカッ ト します。

巻き取り プ リ ンタには巻き取り オプシ ョ ンがあ り、
ラベルを芯に巻き取る場合に使用します。

プリ ンタは、ラベル間で一時停
止せずに印刷します。用紙また
はライナーは、印刷後、芯に巻
かれます。

RFID RZ シ リーズ ・プ リ ンタまたはオプシ ョ ンの
RFID リーダー / エンコーダが取り付けられ
た Z シ リーズ ・ プ リ ンタで印刷する場合に
使用します。

RFID ラベルのバッチを印刷す
る 場合、 ラ ベル間のバ ッ ク
フ ィードがなくなるため、プリ
ンタのスループッ ト ・ タイムは
増加します。

台紙なし剥離 今後の機能に予約済み 今後の機能に予約済み

台紙なし巻き取り 今後の機能に予約済み 今後の機能に予約済み

台紙なし切り取り 今後の機能に予約済み。 今後の機能に予約済み。
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用紙経路

表 8 に、 ロール紙を使用して印字モード とプ リ ンタ ・オプシ ョ ンを組み合わせたと き
の用紙経路を示します。折り畳み用紙は、 ロール紙と同じ印字モード とプ リ ンタ ・オ
プシ ョ ンを使用します。 RFID プリ ンタはこれらすべてのプリ ンタ ・ オプシ ョ ンを使
用でき、 かつ同じ用紙経路を使用できます。

表 8 • さ まざまなプ リ ン タ ・ オプシ ョ ンによる印字モー ドの用紙経路

印字モー ド プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン 用紙経路

切り取りモード ど の プ リ ン タ･ オ プ
シ ョ ンでも、 切り取り
モー ド を使用で き ま
す。

剥離 剥離、 ラ イナー巻き取
り、 巻き取り

剥離
（ラ イナー巻き取
り付き）

ラ イナー巻き取り

巻き取り

赤の実線 = 用紙、 青の点線 = 台紙のみ
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カ ッ タ ー ま たは
遅延カッ ト

カッ ター ( オプシ ョ ン
のキャ ッチ ・ ト レー付
きで表示 )

巻き取り 巻き取り

表 8 • さ まざまなプ リ ン タ ・ オプシ ョ ンによる印字モー ドの用紙経路 ( 続き )

印字モー ド プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン 用紙経路

赤の実線 = 用紙、 青の点線 = 台紙のみ
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用紙のセ ッ ト

用紙セッ トの最初の手順は、 剥離、 ライナー巻き取り、 カッ ター、 巻き取りオプシ ョ
ンのあるすべてのプリ ンタに適用されます。 これらの開始手順を完了したら、該当す
る印字モードおよびプリ ンタ ・オプシ ョ ンの用紙セッ ト手順を実行してください。印
字モード とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ンの詳細については、 40 ページの 「印字モード とプ
リ ンタ ・ オプシ ョ ン」 を参照してください。

すべての印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン向け開始手順

すべての印字モー ド と プ リ ン タ ・ オプシ ョ ンで用紙のセ ッ ト を開始するには、 次の
手順を実行し ます。

1. 印刷ヘッ ド ・ リ リース ・ ラ ッチを押して、 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を開きます｡
印字ヘッ ドにラ ッチがかかって開く まで印字ヘッ ドを持ち上げます｡

2. 用紙ガイ ドを引き出します。

注意 • 開いた印字ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印字ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 開いた印字
ヘ ッ ド付近で作業を行う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。
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3. プリ ンタに用紙を挿入します。 必要に応じて、 ロール用紙または折り畳み用紙の
手順に進みます。

ロール用紙 折り畳み用紙

a. 汚れたタグやラベル、 接着剤や
テープで固定されたタグやラベル
をすべて取り除いて廃棄します。

a. 用紙サプライ ・ ガイ ドを引き出し
て、 該当する場合は降ろします。

b. 用紙サプライ ・ ガイ ドを引き出し
て、 該当する場合は降ろします。

b. 用紙をアクセス ・ スロ ッ トの底部
または後部に通します。

後部フ ィ ー ド

底部フ ィ ー ド
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c. 用紙のロールを用紙サプライ ・ ハ
ンガーにセッ ト します。 ロールを
一番奥まで押します。

c. 用紙を用紙サプライ ・ ハンガーに
掛けます。

d. 該当する場合は、 用紙サプライ ・
ガイ ドを持ち上げます。

d. 該当する場合は、 用紙サプライ ・
ガイ ドを持ち上げます。

ロール用紙 ( 続き ) 折り畳み用紙 ( 続き )
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4. 用紙をダンサー ・ アセンブリ  (1)、 上部用紙センサー (2)、 リボン ・ センサー (3) の
下を通します。 上部用紙センサーの内部背面に触れるまで、 用紙を差し込みます。

5. 使用する印字モードに対応した最終手順を実行します。 印字モードは、 使用され
る用紙と取り付けられているプリ ンタ ・ オプシ ョ ンに適合している必要があ り ま
す。 詳細については、 40 ページの 「印字モードの説明とプリ ンタの要件」 を参
照してください。

• 47 ページの 「切り取りモードについての追加手順」

• 48ページの「剥離モードについての追加手順 (ライナー巻き取りモ付き /なし )」

• 53 ページの 「カッ ターまたは遅延カッ ト ・ モードについての追加手順」

• 54 ページの 「巻き取りモードについての追加手順」

e. 用紙サプライ ・ ガイ ドをスライ ド
させ、 ロールの端に触れるまで動
かします。

e. 用紙サプライ ・ ガイ ドをスライ ド
させ、 用紙の端に触れるまで動か
します。

ロール用紙 ( 続き ) 折り畳み用紙 ( 続き )

13 2
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切り取り モー ド についての追加手順

43 ページの 「すべての印字モード とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ン向け開始手順」 を実行し
た後、切り取りモードでプリ ンタを操作するには、 この項の説明に従って操作してく
ださい。

切り取り モー ド でプ リ ン タ を操作するには、 次の手順を実行し ます。

1. 用紙ガイ ドをスライ ド させ、 用紙の外側の端に触れるまで動かします。

2. プリ ンタを切り取りモードに設定します。 手順については、 76 ページの 「印字
モードを選択します。」 を参照して ください。

3. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を閉じます。

4. プリ ンタが一時停止している  (PAUSE (一時停止) ライ トが点灯している ) 場合は、
PAUSE ( 一時停止 ) を押して印刷機能を有効にします。
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剥離モー ド についての追加手順 ( ラ イナー巻き取り モ付き / な し )

43 ページの 「すべての印字モード とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ン向け開始手順」 を実行し
た後、剥離モードでプリ ンタを操作するには ( ライナー巻き取り付き / なし )、 この項
の説明に従って操作してください。- プリ ンタには、剥離オプシ ョ ン、 ライナー巻き取
りオプシ ョ ン、巻き取りオプシ ョ ンが取り付けられている必要があ り ます。詳細につ
いては、 40 ページの 「印字モード とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ン」 を参照して ください。

巻き取りオプシ ョ ンに関連する追加手順については、110 ページの「巻き取りオプシ ョ
ンの定期的なメンテナンス」 を参照してください。

剥離モー ド でプ リ ン タ を操作するには、 次の手順を実行し ます。

1. 用紙の約 500 mm (18 インチ ) をプリ ンタから引き出します。

2. 露出したラベルを剥がし、 ライナーだけを残します。
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3. 剥離機構解除レバーを押し下げ、 剥離アセンブリ を開きます。

4. 切り取り / 剥離バー (1) と剥離アセンブリ  (2) の間にライナーを挿入します。ライ
ナーの端部が確実にプリ ンタの外に垂れるよ うにしてください。

5. ライナー巻き取り付きで剥離モードを使用する場合のみ、 この手順を実行しま
す。 プリ ンタには、 ライナー巻き取りオプシ ョ ン、 または巻き取りオプシ ョ ンが
取り付けられている必要があ り ます。 プリ ンタ ・ オプシ ョ ンに応じて手順を実行
します。

巻き取り オプシ ョ ン ラ イナー巻き取り オプシ ョ ン 

a. ライナーを用紙調整ローラーの下
に通します (1)。

a. ラ イナーをライナー巻き取り スピ
ンドル (1) からスライ ド させて取
り出します。

1

2

1

1
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b. 用紙巻き取りガイ ドの蝶ネジを緩
めます。

b. ラ イナーを、 ライナー巻き取り ス
ピンドル ・ アセンブリのバッ ク ・
プレートに触れるまで押し込みま
す。

c. 用紙巻き取りガイ ドを完全に引き
出し、 折り下げます。

d. 巻き取り スピンドルに空の芯をス
ライ ド させて装着します。

c. ラ イナーをライナー巻き取り スピ
ンドルに巻き、 スピンドルを逆時
計回りに回して、 ライナーを引き
締めます。

巻き取り オプシ ョ ン  ( 続き ) ラ イナー巻き取り オプシ ョ ン  ( 続き )
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e. ライナーを芯に巻き、 巻き取り ス
ピンドルを逆時計回りに回して、
ライナーを引き締めます。

（ラ イナー巻き取りオプシ ョ ンには追
加手順はあ り ません）

f. 用紙巻き取りガイ ドを折りあげ、
ライナーに触れるまでスライ ド さ
せます。

g. 用紙巻き取りガイ ドの蝶ネジを締
めます。

巻き取り オプシ ョ ン  ( 続き ) ラ イナー巻き取り オプシ ョ ン  ( 続き )
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6.

7. 用紙ガイ ドをスライ ド させ、 用紙の外側の端に触れるまで動かします。

8. プリ ンタを剥離モードに設定します。 手順については、 76 ページの 「印字モード
を選択します。」 を参照して ください。

9. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を閉じます。

10. プリ ンタが一時停止している  (PAUSE (一時停止) ライ トが点灯している ) 場合は、
PAUSE ( 一時停止 ) を押して印刷機能を有効にします。 剥離またはライナー巻き
取り  ( 使用する場合 ) が、 自動的に開始されます。

注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ るには、 剥離解除レバーを使用し、 右手で操作し て く だ
さ い。 閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く だ さ い。 剥離ローラーまたはアセンブ リ
の上端に指がはさ まれる可能性があ り ます。

剥離機構解除レバーを使用して、 剥離アセンブリ を閉じます。
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カ ッ ターまたは遅延カ ッ ト ・ モー ド についての追加手順

43 ページの 「すべての印字モード とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ン向け開始手順」 を実行し
た後、 カッ ターまたは遅延カッ ト ・モードでプリ ンタを操作するには、 この項の説明
に従って操作してください。

カ ッ ター ・ モー ド または遅延カ ッ ト ・ モー ド でプ リ ン タ を操作するには、 次の手順
を実行し ます。

1.

2. 用紙ガイ ドをスライ ド させ、 用紙の外側の端に触れるまで動かします。

3. プリ ンタをカッ ターまたは遅延カッ ト ・ モードに設定します。 手順については、
76 ページの 「印字モードを選択します。」 を参照してください。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し ないよ う に
注意し て く だ さい。

カッ ターを通して用紙をフ ィード します (1)。

1
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4. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を閉じます。

5. プリ ンタが一時停止している  (PAUSE (一時停止) ライ トが点灯している ) 場合は、
PAUSE ( 一時停止 ) を押して印刷機能を有効にします。 自動的にカッ トが開始さ
れます。

巻き取り モー ド についての追加手順

43 ページの 「すべての印字モード とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ン向け開始手順」 を実行し
た後、巻き取りモードでプリ ンタを操作するに、 この項の説明に従って操作してくだ
さい。 巻き取りオプシ ョ ンに関連する追加手順については、 110 ページの 「巻き取り
オプシ ョ ンの定期的なメンテナンス」 を参照してください。

巻き取り モー ド でプ リ ン タ を操作するには、 次の手順を実行し ます。

1. プリ ンタの前面から、 用紙の約 500 mm (18 インチ ) を引き出します。
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2. 剥離アセンブリ を通して用紙をフ ィード します (1)。

3. 用紙調整ローラーの下を通して用紙をフ ィード します (1)。

4. 用紙巻き取りガイ ドの蝶ネジを緩めます。

5. 用紙巻き取りガイ ドを完全に引き出し、 折り下げます。

1

1
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6. 巻き取り スピンドルに空の芯をスライ ド させて装着します。

7. 用紙を芯に巻き、 巻き取り スピンドルを逆時計回りに回して、 用紙を引き締めま
す。 用紙の端が巻き取り スピンドルのバッ クプレートにぴったりついているこ と
を確認してください。

8. 用紙巻き取りガイ ドを折りあげ、 用紙に触れるまでスライ ド させます。

9. 用紙巻き取りガイ ドの蝶ネジを締めます。
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10. 用紙ガイ ドをスライ ド させ、 用紙の外側の端に触れるまで動かします。

11. プリ ンタを巻き取りモードに設定します。 手順については、 76 ページの 「印字
モードを選択します。」 を参照して ください。

12. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を閉じます。

13. プリ ンタが一時停止している  (PAUSE (一時停止) ライ トが点灯している ) 場合は、
PAUSE ( 一時停止 ) を押して印刷機能を有効にします。 自動的に巻き取りが開始
されます。
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リボンの装着

印字ヘッ ドの磨耗を防ぐため、 用紙よ り も広い幅のリボンを必ず使用してください。
感熱印刷の場合は、 プリ ンタに リボンを装着しないでください。

標準の熱転写オプシ ョ ン ( 黒いリボン ・ スピンドル ) は外側がコーティングされた リ
ボンを使用し、代替熱転写オプシ ョ ン ( グレーのリボン・スピンドル ) では内側がコー
ティングされた リボンを使用します。プリ ンタの破損防止のため、プリ ンタに取り付
けられた熱転写オプシ ョ ンの指示に従ってください。

図 8 では、外側がコーティングされた リボンと内側がコーティングされた リボンのリ
ボン経路を示します。 リボンのコーティング面は、目で見える部分をグレーで表示し
てあ り ます。 リボンのコーティング面を特定するには、 36 ページの 「リ ボンのコー
ティング面」 を参照してください。

図 8 • リボン経路

外側がコーテ ィ ングされた リ ボ
ン ( 黒のリボン ・ スピン ドル )

内側がコーテ ィ ングされた リ ボ
ン ( 黒のリボン ・ スピン ドル )

1 テンシ ョ ン ・ ブレード

2 リ ボン巻き取り スピンドル

3 リ ボン ・ サプライ ・ スピンドル

4 印字ヘッ ド ・ アセンブリ

5 印字ヘッ ド ・ リ リース ・ ラ ッチ

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5
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リ ボンをセ ッ ト するには、 次の手順を実行し ます。

1. リボン・サプライ・スピンドルを標準テンシ ョ ンまたは低テンシ ョ ンに設定します。

• リ ボン ・ サプラ イ ・ スピンドルを標準位置に設定するには、 スピンドルのエ
ンド ・ キャ ップを引き出し、 カチッ と止まるまで伸ばします ( 図 9 を参照 )。
ほとんどのアプリ ケーシ ョ ンでこの設定が使用されます。

• リ ボン ・サプライ ・ スピンドルを低テンシ ョ ン位置に設定するには、エンド ・
キャ ップを押し込み、 カチッ と止まるまで縮めます ( 図 9 を参照 )。 この設定
は、 幅の狭いリボンを使用する場合や標準テンシ ョ ンで リボンの動きに支障
がある場合に使用してください。

図 9 • リボン ・ スピン ドル - 標準テンシ ョ ン と低テンシ ョ ン

2. 印字ヘッ ド ・ リ リース ・ ラ ッチを押して、印字ヘッ ド ・ アセンブリ を開きます｡印
字ヘッ ドにラ ッチがかかって開く まで印字ヘッ ドを持ち上げます｡

注意 • 開いた印字ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印字ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 開いた印字
ヘ ッ ド付近で作業を行う際、 プ リ ン タ電源は、 必須ではあ り ませんが安全対策のため切る
こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定はすべて失わ
れるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

1 標準位置 ( スピンドルのエンド ・ キャ ップを伸ばし
た状態 )

2 低テンシ ョ ン位置 ( スピンドルのエンド ・ キャ ップ
を縮めた状態 )

1 2
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3. プリ ンタにリボンを挿入します。 この手順では、 プリ ンタに取り付けられた熱転
写オプシ ョ ンの指示に従ってください。

外側がコーテ ィ ングされた リ ボン
 ( 黒のリ ボン ・ スピン ドル )

内側がコーテ ィ ングされた リ ボン
 ( 黒のリ ボン ・ スピン ドル )

a. 先端部分を時計回りに引き出して リボンを
持ちます。

a. 先端部分を反時計回りに引き出して リボン
を持ちます。

b. リ ボンを リボン ・サプライ ・ スピンドル (1) 
にセッ ト し、 完全に押し込みます。

b. リ ボンを リボン ・サプライ ・ スピンドル (1) 
にセッ ト し、 完全に押し込みます。

c. リ ボンの端を引っ張って、 印字ヘッ ド ・ ア
センブリ  (1) の下を通し、 プ リ ンタの前面
に引き出します。 プリ ンタから、 リボンを
約 610 mm (24 インチ ) 引き出します。

c. リ ボンの端を引っ張って、 印刷ヘッ ド ・ ア
センブリ  (1) の下を通し、 プ リ ンタの前面
に引き出します。 プリ ンタから、 リボンを
約 610 mm (24 インチ ) 引き出します。

1 1

1 1
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4. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ を閉じます。

5. リ ボンを リボン巻き取り スピンドル (1) に時計回りに巻きつけます。

外側がコーテ ィ ングされた リ ボ
ン ( 黒のリボン ・ スピン ドル )

内側がコーテ ィ ングされた リ ボ
ン ( 黒のリボン ・ スピン ドル )

1 1
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使用済みのリボンを取り外す

使用済みのリボンを取り外すには、 次の手順を実行し ます。

1.

2. リ ボンを緩めるには、 リボン巻き取り スピンドル (1) のテンシ ョ ン ・ ブレードに
リボンを押し付けます。 それと同時に、 リボン巻き取り スピンドルの リ リース ・
ノブを逆時計回りに回転させます (2)。

テンシ ョ ン ・ ブレードがリボン巻き取り スピンドル内に引っ込み、 リボンが緩み
ます。

3. 使用済みリボンを リボン巻き取り スピンドルからスライ ド させて取り出し、 廃棄
します。

注意 • リ ボンはリ ボン巻き取り スピン ド ルの真上で切らないで く だ さ い。 真上で切る
と、 スピン ドルが傷つ く こ とがあ り ます。

リ ボンがまだ残っている場合は、 リボン巻き取り スピンドル (1) の前でリボン
を切り離します。

1

1

2
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プ リ ン タのキャ リ ブレー ト

プリ ンタは自動キャ リブレート を設定するこ と も、手動でキャ リブレートするこ と も
できます。

自動キャ リ ブレー ト

MEDIA POWER UP (電源投入時の用紙動作 ) または HEAD CLOSE ( ヘ ッ ド を
閉める ) のコン ト ロール ・ パネル設定が キ ャ リ ブ レ ー ト  に設定されている場合、
プ リ ンタは電源投入時または印字ヘッ ドを閉じたと きに自動キャ リブレー ト を実行
します。自動キャ リブレート中、プ リ ンタはラベルの長さおよびセンサー設定を判断
します。 自動キャ リブレーシ ョ ンの結果は、 プ リ ンタの一時メモ リに保存されます。
これらのパラ メータは、 次のキャ リブレートが実行されるか、 プリ ンタの電源オン /
オフを行な う まで有効のまま とな り ます。

マニュアル ・ キャ リ ブレー ト

用紙およびリボン・センサーのキャ リブレート を行ってセンサーの感度を リセッ トす
る と、用紙およびリボンがよ り正確に検出されます。 リボンまたは用紙のタイプを変
更した場合、 このキャ リブレート を行う と、プ リ ンタの動作が改善されるこ とがあ り
ます。

詳細は、 86 ページの 「用紙センサーおよびリボンセンサーの感度をキャ リブレート
します。」 を参照してください。

重要 • プリ ンタの電源オン / オフを行な う と きにプリ ンタ  のメモ リに保存された
キャ リブレーシ ョ ン設定を維持するには、 変更を永久に保存する必要があ り ます。
69 ページの 「セッ ト アップ ・ モードの終了」 を参照してください。

注記 • MEDIA POWER UP ( 電源投入時の用紙動作 ) または HEAD CLOSE 
( ヘ ッ ド を閉める ) のコン ト ロール・パネル設定が LENGTH ( 長さ )、NO MOTION
( 動作しません )、 または FEED ( フ ィード ) に設定されている場合、プ リ ンタは、自
動キャ リブレート を行わずに印刷を開始します。 93 ページの 「電源投入時の用紙動
作の設定」 または 94 ページの 「ヘッ ドを閉めるオプシ ョ ンを設定します。」 を参照
して ください。
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印字ヘ ッ ド圧力の調整

片側の印刷が薄すぎる場合や厚い用紙を使用する場合、 または印刷中、用紙が左右に
ずれる場合は、 印字ヘッ ドの圧力調整が必要となるこ とがあ り ます。

図 10 を参照してください。 ZM400 および RZ400 圧力調整ダイヤルには、 4 段階で増
加する設定値が刻まれています。最小値のグループ ( 逆時計回りに最後まで回した位
置 ) はレベル 1 とみなされ、 最大値のグループ ( 時計回りに最後まで回した位置 ) は
レベル 4 とみなされます。ZM600 および　RZ600　の場合、ダイヤルには 4 つではな
く、 7 つの設定があ り ます。

図 10 • 印字ヘ ッ ド圧力の調整ダイヤル

印字ヘ ッ ドの圧力を設定するには、 次の手順を実行し ます。

1. 使用する用紙の初期ダイヤル値を選択する場合は、ご使用のプリ ンタによ り、表 9
または表 10 を使用してください。

1 外側ダイヤル

2 内側ダイヤル

1 2

表 9 • ZM400 および RZ400 印字ヘ ッ ド圧力

用紙幅 内側ダイヤル 外側ダイヤル

25.40 mm (1 インチ ) 3 1

51 mm (2 インチ ) 4 1

76 mm (3 インチ ) 3 2

89 mm 以上 (3.5 インチ以上 ) 3 3
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2. 必要に応じて、 印字ヘッ ド調整ダイヤルを以下のよ うに調整します。

表 10 • ZM600 および RZ600 印字ヘ ッ ド圧力

用紙幅 内側ダイヤル 外側ダイヤル

50 mm (2 インチ ) 6 1

75 mm (3 インチ ) 6 2

100 mm (4 インチ ) 7 3

125 mm (5 インチ ) 7 4

140 mm 以上 (5.5 インチ以上 ) 6 6

用紙の状態 操作 ...

良好な印字品質を得るために
圧力を高める必要がある

両方のダイヤル値を  1 レベル上げます。

印刷中に左へ移動する 外側ダイヤルの設定値を  1 レベル上げるか、
内側ダイヤルの設定値を  1 レベル下げます。

印刷中に右へ移動する 内側ダイヤルの設定値を  1 レベル上げるか、
外側ダイヤルの設定値を  1 レベル下げます。

ラベル左側の印刷が薄すぎる 内側のダイヤル設定を  1 レベル上げます。

ラベル右側の印刷が薄すぎる 外側のダイヤル設定を  1 レベル上げます。
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4
設定
この項では、プリ ンタ操作の設定に使用するコン ト ロール・パネルのパラ メータにつ
いて説明します。
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セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド

用紙と リボンをセッ ト し、 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト  (POST) が完了する と、 コン
ト ロール ・ パネルに 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 と表示されます。 こ こで、 コン ト ロール ・ パ
ネル ・ディ スプレイ とそのボタンを使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンのプ リ ンタ ・ パラ
メータを設定できます。 初期のプ リ ンタ ・ デフォル ト設定に戻す必要がある場合に
は、 139 ページの 「FEED ( フ ィード ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト 」 を
参照して ください。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ドの開始および使用

セッ ト アップ ・モードでプリ ンタ設定を表示して調整するには、 コン ト ロール・パネ
ルの LCD を使用します。 パラ メータが変更される と、 ディ スプレイの左上隅にアス
テ リ スク  (*) が表示され、 現在プリ ンタでアクティブになっている値とは異なるこ と
を示します。

重要 • 印刷条件によっては、 印字速度、 濃度、 印字モードなどの印刷パラ メータの
調整が必要となる場合があ り ます。 以下のよ うな例が挙げられます。

• 高速で印刷する場合

• 用紙を剥離する場合

• 薄型ラベル、小型ラベル、合成ラベル、コーティング・ラベルなどを使用する場合

印字品質はこれらの例以外にもさまざま要因に左右されるため、テス ト を実行して、
アプ リ ケーシ ョ ンに最適なプ リ ンタ設定と用紙の組み合わせを決定して ください。
この組み合わせが適切でないと、 印字品質や印字速度が損なわれたり、 必要な印字
モードでプリ ンタが正し く機能しない可能性があ り ます。

注記 •  プリ ンタが IP ネッ ト ワーク上で稼働していて、ZebraNet 有線またはワイヤレ
ス ・ プ リ ン ト ・ サーバが設置されている場合は、 次の方法でプリ ンタのパラ メータ
を変更できます。

• ZebraLink™ WebView の場合。詳細については、該当するプリ ン ト ・サーバのユー
ザー ・ ガイ ドを参照してください。

• ZebraNet Bridge の場合。 詳細については、 『ZebraNet Bridge Enterprise Printer 
Management User Guide』 を参照して ください。

使用するキー 操作

SETUP/EXIT 

( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) 
セッ ト アップ ・ モードを開始または終了します。

SELECT ( 選択 ) パラ メータを選択または選択解除します。

プ ラス (+) 次のパラ メータに進みます。

マイナス (-) 前のパラ メータに循環して戻り ます。
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セッ ト アップ ・ モードを終了する と、 パラ メータを保存、 変更、 またはパラ メータを
変更しないオプシ ョ ンを選択できます。

セ ッ ト ア ッ プ ・ モー ド を終了するには、 次の手順を実行し ます。

1. セッ ト アップ ・ モードで、 SETUP/EXIT を押します。

LCD に 「ﾍﾝｺｳｦ _ ﾎｿﾞﾝ」 とい う メ ッセージが表示されます。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 オプシ ョ ンを保存します。

3. SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタンを押して、表示されている項目から選択
します。

設定とキャ リブレート手順が終了する と、 「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾚﾃﾞｨ」 とい う メ ッセージが
表示されます。

LCD 説明

確定 電源がオフになった後もプリ ンタに値が保存されます。

一時保存 電源がオフになるまで変更が保存されます。

キ ャ ンセル セッ ト アップ ・ モードで行ったすべての変更を取り消し
ます。 ただし、 変更する とすぐに適用される濃度と切り
取り設定の変更は取り消されません。

設定初期化 ネッ ト ワーク設定以外のすべてのパラ メータを工場出荷
時のデフォルト値に戻します。 デフォルト設定を読み込
む場合、 手動で変更したすべての設定は再読み込みする
必要があるので、 注意して ください。

注記 • 非 RFID のプ リ ン タでは工場出荷時のデ
フォルト値を読み込むと、 プ リ ンタの自動キャ リ
ブレートが実行されます。-

設定再読み込み 最後に確定保存された値が読み込まれます。

デ フ ォ ル ト無線 
LAN

有線と無線のネッ ト ワーク設定を工場出荷時のデフォル
ト値に戻します。
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パスワー ド で保護されているパラ メ ータの変更

通信パラ メータなどの特定のパラ メータは、工場出荷時のデフォルトでパスワードで
保護されています。

パスワードで保護されているパラ メータを初めて変更する と きには、「パス ワー ド を
入力」 とい う メ ッセージがプ リ ンタに表示されます。 パラ メータを変更するには、
4 桁の数字のパスワードを入力する必要があ り ます。 パスワードを正し く入力した
ら、SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタンを押してセッ ト アップ・モードを終了し
たり、 プ リ ンタの電源をオフ  (O) にしない限り、 パスワードを再入力する必要はあ り
ません。

パスワー ド で保護されているパラ メ ータにパスワー ド を入力するには、 次の手順を
実行し ます。

1. パスワードのプロンプ トが表示されたら、 マイナス (-) ボタンを使用して、 選択さ
れている桁の位置を変更します。

2. 変更する桁を選択したら、プ ラス (+) ボタンを使用して、選択されている桁の値を
増加します。 パスワードの桁ごとにこれらの 2 つの手順を繰り返します。

3. パスワードを入力し終わったら、 SELECT ( 選択 ) ボタンを押します。

変更するために選択したパラ メータが表示されます。 パスワードが正し く入力さ
れる と、 この値を変更できるよ うになり ます。

デフ ォル ト のパスワー ド値

デフォル ト のパスワード値は 1234 です。 パスワードは、 Zebra プログラ ミ ング言語
(ZPL) のコマンド  ^KP ( パスワードの定義 ) またはプリ ンタの Web ページ (ZebraNet
有線またはワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバが必要 ) を使用して変更できます。

パスワー ド保護機能の無効化

パスワード保護機能を無効にして、パスワードの入力を求めるプロンプ トが表示され
ないよ うにするこ とができます。無効にするには、^KP ZPL コマンドを使用してパス
ワードを 0000 に設定します。 パスワード保護機能を再び有効にするには、 ZPL コマ
ンド ^KPx を送信します。 こ こで、 x には 1 ～ 9999 の任意の数を指定できます。

注意 • パスワー ド で保護されているパラ メ ータは、その機能を完全に理解し ていない限り、
変更し ないで く だ さい。 パラ メ ータが適切でないと、 プ リ ン タの誤動作が発生する場合が
あ り ます。
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設定ラベルを印刷する

設定ラベルには、設定メモ リに保存されているプリ ンタ設定が一覧表示されます。用
紙をセッ ト したら、プ リ ンタの現在の設定の記録と して設定ラベルを印刷します。 ラ
ベルは、印刷に関する問題を ト ラブルシューティングする と きのためにとっておいて
ください。

設定ラベルを印刷するには、 次の手順を実行し ます。

1. コン ト ロール ・ パネルの SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタンを押します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのパラ メータをスクロール
して 「 リ ス ト設定」 を表示します。

3. SELECT ( 選択 ) ボタンしてパラ メータを選択します。

4. プ ラス (+) ボタンを押して印刷を確定します。

設定ラベルが印刷されます ( 図 11)。

図 11 • 設定ラベルのサンプル

Z シ リーズ RZ シ リーズ
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ネ ッ ト ワーク設定ラベルの印刷

プリ ン ト ・サーバを使用している場合には、プリ ンタをネッ ト ワークに接続した後で
ネッ ト ワーク設定ラベルを印刷できます。

ネ ッ ト ワーク設定ラベルを印刷するには、 次の手順を実行し ます。

1. コン ト ロール ・ パネルの SETUP/EXIT ( セ ッ ト ア ッ プ / 終了 ) ボタンを押します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのパラ メータをスク ロール
して 「 リ ス ト設定」 を表示します。

3. SELECT ( 選択 ) ボタンしてパラ メータを選択します。

4. プ ラス (+) ボタンを押して印刷を確定します。

ネッ ト ワーク設定ラベルが印刷されます ( 図 12)。アスタ リ スクは、有線またはワ
イヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがアクティブかど うかを示します。 ワイヤレス ・ プ
リ ン ト ・ サーバがインス トールされていない場合は、 ラベルのワイヤレスの部分
は印刷されません。

図 12 • ネ ッ ト ワーク通信ラベル
( ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがイ ンス ト ールされている場合 )

アス タ リ スク (*) 
はアク テ ィ ブな

プ リ ン ト ・ サーバ
を示す
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セッ ト アップ ・ モードに切り替えた後、 プ ラ ス (+) ボタンを押すとパラ メータが表示
されます。表示される順番に表 11 に示します。 この表にないパラ メータについては、
100 ページの 「その他のコン ト ロール ・ パネルのパラ メータ」 を参照してください。

注記 • ラベル設定ソフ ト ウェアやプ リ ンタ ・ ド ラ イバの設定は、 コン ト ロール ・ パ
ネルでの調整よ り優先されます。 詳細はソフ ト ウェアまたはド ライバのマニュアル
を参照してください。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明

印字濃度を調整する。

濃度設定 ( 焼付け時間 ) は、 リボンのタイプ、 用紙のタイプ、 印字
ヘッ ドの状態など、 さまざまな要因に左右されます。 一貫した高品
質の印刷を行うには、 濃度を調整してください。

重要 • 濃度は、 良好な印字品質が得られる最低値に設定して
ください。 濃度の設定が高すぎる と、 インクがにじんだり、
リボンが焼け付いてしまったり、 印字ヘッ ドの磨耗を早めて
しま う場合があ り ます。

印刷が薄すぎる場合、 または印刷された領域にかすれが見られる場
合には、 濃度を高く します。 印刷が濃すぎる場合、 または印刷され
た領域がにじむ場合には、 濃度を低く します。

136 ページの 「FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト 」 を使用して、
最適な濃度を決定するこ とがきます。 135 ページの 「PAUSE ( 一時停
止 ) セルフ ・テス ト 」 を実行中に濃度を調整したい場合。濃度の設定
は直ちに有効になるため、 現在印刷中のラベルで結果を確認できま
す。 濃度の設定は、 ド ラ イバまたはソフ ト ウェアの設定によって変
更できる場合もあ り ます。

デフォルト値 (ZPL): +10

範囲 (ZPL): 00 ～ +30

デフォルト値 (EPL): +7

範囲 (EPL): 00 ～ +15

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンを押すと濃度が高くな り ます。

3. マイナス (-) ボタンを押すと濃度が低くな り ます。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。
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印字速度の調整

ラベル印刷の速度を調整します (1 秒あた りのインチ数 )。 印字速度
を遅くする と、 印字品質は通常、 向上します。 印字速度の変更は、
セッ ト アップ ・ モードを終了した時点で有効になり ます。

デフォルト値 (ZPL):50.8 MM/SEC

デフォルト値 (EPL): 152.4 MM/SEC
範囲 ： 

• 200 dpi: 50.8 ～ 254.0 MMS/SEC
• 300 dpi: 50.8 ～ 203.2 MMS/SEC
• 600 dpi: 25.4 ～ 101.6 MMS/SEC

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンを押すと値が増加します。

3. マイナス (-) ボタンを押すと値が減少します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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切り取り位置を調整します。

このパラ メータでは、印刷後に切り取り / 剥離バーの上にく る用紙の
位置を指定します。

図 13 を参照してください。 数値を大き くする と用紙が排出され ( 切
り取り線が次のラベルのリーディング ・エッジに近くなる )、数値を
小さ くする と用紙が巻き取られます ( 切り取り線が印刷されたラベ
ルの端に近くなる )。

図 13 • 切り取り位置の調整

デフォルト値 ： 0
範囲 ： -120 ～ +120

表示された値の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンを押すと値が増加します。 ボタンを押すたびに、
切り取り位置が 4 ド ッ ト行分移動します。

3. マイナス (-) ボタンを押すと値が減少します。 ボタンを押すたび
に、 切り取り位置が 4 ド ッ ト行分移動します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ３ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明

1 用紙の方向

2 工場出荷時の切り取り位置 00

1
2
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印字モードを選択します。

このパラ メータは、 プ リ ンタに印刷済みラベルの取り外し方法を指
定します。 プ リ ンタ とプ リ ンタ ・ オプシ ョ ンに適した印字モードを
選択して ください。 別のプ リ ンタ ・ オプシ ョ ンを使用する場合の印
字モードについては、40 ページの 「印字モード とプ リ ンタ ・オプシ ョ
ン」 を参照してください。

デフォルト値 ( 非 RFID プリ ンタ ):  ｷﾘﾄﾘ _ ﾓｰﾄﾞ

選択肢 ( 非 RFID プリ ンタ ): 切り取りモード、剥離モード、カッ ター
モード、遅延カッ ト、台紙なし -P、台紙なし -R、台紙なし -T、巻き取り

デフォルト値 (RFID プリ ンタ ): RFID モード

選択肢 (RFID プ リ ンタ ): 切り取りモード、 剥離モード、 カッ ター
モード、 遅延カッ ト、 台紙なし -P、 台紙なし -R、 RFID モード、 台
紙なし -T、 巻き取り

注記 • 台紙なしは、台紙なしオプシ ョ ンが搭載されているプリ
ンタだけに適用されます。

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

用紙タイプを設定します。

このパラ メータは、 使用している用紙のタイプをプ リ ンタに指定し
ます ( 詳細については、 34 ページの 「用紙のタイプ」 を参照 )。 連続
用紙を選択する場合は、 ラベル ・ フォーマッ トにラベルの長さを指
定する必要があ り ます (ZPL または ZPL II を使用する場合は
^LLxxxx)。

単票用紙を選択している場合、 プ リ ンタは用紙をフ ィード してラベ
ルの長さ  ( 内部ラベルの切れ目、製本用ひも、あるいは整列用の切れ
込みまたは穴の 2 つの認識済み整合点間の距離 ) を算出します。

デフォルト値 ： ギャ ップ / ノ ッチ

選択肢 : ギャップ / ノ ッチ、 反射器、 連続紙

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ４ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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印字方式を選択します。

印字方式パラ メータは、 次のいずれかのプ リ ン ト方式をプ リ ンタに
指定します : ダイレク ト ・ サーマル ・ モード  ( リ ボン不要 ) または熱
転写モード  ( 熱転写用紙と リボンを使用 )

デフォルト値 ： 熱転写

選択肢 : 熱転写、 感熱

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

印字幅を設定します。

このパラ メータは、 ラベルの幅の印字可能領域を指定します。 表 12
に、 プ リ ンタ ・ モデルと印刷ヘッ ドの解像度を基にした、 印字幅の
範囲とデフォルト値を示します。

注記 • 幅の指定が狭すぎる と、 ラベル・フォーマッ トの一部が
用紙に印刷されない場合があ り ます。幅の設定が広すぎる と、
フォーマッ ト ・ メモ リ を浪費し、 ラベル外のプラテン ・ ロー
ラー上に印刷がはみ出る可能性があ り ます。^POI ZPL II コマ
ンドを使用してイ メージが反転されている場合、 この設定は
ラベル ・ フォーマッ トの縦位置に影響を及ぼす可能性があ り
ます。

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンまたはマイナス (-) ボタンを押して表示値を変更
します。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ５ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明

表 12 • 印字幅の範囲と最大値

印字ヘ ッ ド
解像度

プ リ ン タ

ZM400/RZ400 ZM600/RZ600

200 dpi デフォルト値 ： 832

範囲 ： 2 ～ 832 ド ッ ト

デフォルト値 ： 1344

範囲 ： 2 ～ 1344 ド ッ ト

300 dpi デフォルト値 ： 1248

範囲 ： 2 ～ 1248 ド ッ ト

デフォルト値 ： 1984

範囲 ： 2 ～ 1984 ド ッ ト

600 dpi 注記 • 600 dpi は
RZ400 では使用で
きません。

デフォルト値 ： 2496

範囲 ： 2 ～ 2496 ド ッ ト

N/A
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最大ラベル長を設定します。

このパラ メータは、 用紙に対するキャ リブレート ・ プロセス中に使
用されます。

この値は常に、使用するラベルの最大長さよ り も少なく と も  25.4 mm
(1.0 インチ ) 長くなるよ うに設定してください ( 図 14)。 ラベル長よ
り小さい値を設定する と、 プ リ ンタは連続用紙がセッ ト されている
とみなし、 プ リ ンタはキャ リブレートできな くな り ます。

たとえば、 ラベル間の切れ目も含めたラベル長が 126 mm (5 インチ )
の場合、 このパラ メータを 152 mm (6.0 インチ ) に設定します。 ラベ
ル長が 190 mm (7.5 インチ ) の場合、 このパラ メータを 229 mm (9.0
インチ ) に設定します。

図 14 • ラベル長

デフォルト値 ： 998 mm (39.0 インチ )

選択肢 : 値は 25.4 mm (1 インチ ) 単位で調整可能です。

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンまたはマイナス (-) ボタンを押して表示値を変更
します。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ６ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明

}2

1 ラベル長 ( ラベル間の切れ目を含む )
2 ラベル間の切れ目

3 最大ラベル長を、 この長さに設定する

1
3
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メンテナンスの早期警告を設定します。

この機能を有効にする と、 印字ヘッ ドのク リーニングが必要なと き
にプリ ンタから警告が通知されます。

デフォルト値 ： メンテナンスｵﾌ

選択肢 : メンテナンスオフ、 メンテナンス  オン

早期警告設定の変更 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. LCD に 「早期警告 メ ン テ ナ ン ス 」 と表示されたら、 プ ラス (+)
または マイナス (-) ボタンを押して 「オ フ 」 と 「オ ン 」 を切り換
えます。( パスワードの入力が求められた場合は、70 ページの 「パ
スワードで保護されているパラ メータの変更」 の指示に従ってパ
スワードを入力します )。

3. セッ ト アップ ・ モードを終了して変更内容を保存し、 早期警告シ
ステムに関連する追加パラ メータを有効にします。

4. も う一度セッ ト アップ ・ モードにし、 次のパラ メータを表示して
印字ヘッ ドのク リーニング間隔と印字ヘッ ドの寿命を入力しま
す。

5. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

早期警告の印字ヘッ ドのク リーニング間隔を設定します。

このパラ メータは、 メ ンテナンスの早期警告が有効な場合にのみ表
示されます。 この値は、 使用している用紙またはロールの長さに対
応します。

デフォルト値 ： 450 M/1476 FT

選択肢 : 100 M/328 FT ～ 450 M/1476 FT (50 M 単位 )

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) または マイナス (-) ボタンを押して、 印字ヘッ ドのク
リーニング間隔を必要な用紙またはリボンの長さに設定します。
印字ヘッ ドが設定された長さに達する と、 LCD に
「ｹｲｺｸ _ ｲﾝｼﾞﾍｯﾄﾞｦｸﾘｰﾝｼﾏｽ」 と表示されます。 アラート機能
が有効になっている場合は、 プ リ ンタからアラートが送信されま
す。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ７ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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早期警告の印字ヘッ ドのク リーニング ・ カウンタを リセッ ト します。

このパラ メータは、 メ ンテナンスの早期警告が有効な場合にのみ表
示されます。

印字ヘ ッ ド ・ ク リーニング ・ カウン タのリ セ ッ ト ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. 印字ヘッ ドをク リーニングしましたか ?
• 印字ヘッ ドをク リーニングした場合は、 プ ラス (+) ボタンを押

して 「実行」 を選択します

• 印字ヘッ ドをク リーニングしていない場合は、 マイナス (+) ボ
タンを押して 「中止」 を選択します

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

早期警告の印字ヘッ ドの寿命を設定します。

このパラ メータは、 メ ンテナンスの早期警告が有効な場合にのみ表
示されます。この値を、印字ヘッ ドで印刷する予定の用紙の長さ  ( イ
ンチ ) に設定します。

デフォルト値 ： 1,000,000 インチ

範囲 ： 100 ～ 1,000,000 インチ

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押すとカーソルが動きます。

3. プ ラス (+) ボタンを押すとその桁の値が増加します。
印字ヘッ ド が設定された長さに達する と、 LCD に
「ｹｲｺｸ _ ﾍｯﾄﾞﾉ _ ｺｳｶﾝ」 と表示されます。アラート機能が有効に
なっている場合は、 プ リ ンタからアラートが送信されます。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

早期警告の印字ヘッ ド寿命カウンタを リセッ ト します。

このパラ メータは、 メ ンテナンスの早期警告が有効な場合にのみ表
示されます。

印字ヘ ッ ド 寿命カウン タのリ セ ッ ト ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. 印字ヘッ ドを交換しましたか ?
• 印字ヘッ ドを交換した場合は、 プ ラス (+) ボタンを押して 「実

行」 を選択します。

• 印字ヘッ ドを交換していない場合は、 マイナス (+) ボタンを押
して 「中止」 を選択します

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ８ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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リセッ トできないカウンタを表示します。

このパラ メータは、 プ リ ンタが印刷した用紙の合計の長さを表示し
ます。 ZPL コマンドを使用して、 このカウンタの測定単位を変更で
き ます。 コマン ド については、 『Programming Guide for ZPL, ZBI,
Set-Get-Do, Mirror, and WML』 を参照してください。

ユーザー制御カウンタ  1 を表示します。

このパラ メータは、 パラ メータを最後にリセッ ト してからプ リ ンタ
が印刷した用紙の合計の長さを表示します。 ZPL コマンドを使用し
て、 このカウンタの測定単位を変更して、 リ セッ ト できます。 コマ
ンドについては、『Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror,
and WML』 を参照してください。

ユーザー制御カウンタ  2 を表示します。

このパラ メータは、 パラ メータを最後にリセッ ト してからプ リ ンタ
が印刷した用紙の合計の長さを表示します。 ZPL コマンドを使用し
て、 このカウンタの測定単位を変更して、 リ セッ ト できます。 コマ
ンドについては、『Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror,
and WML』 を参照してください。

カウンタの読み取り値の印刷

以下のオド メータの読み取り値を リ ス トするラベルを印刷します。

• リセッ トできないカウンタ

• ユーザー制御の 2 つのカウンタ

• 印字ヘッ ドが最後にク リーニングされた時期と印字ヘッ ドの寿命
を示す、 メンテナンスの早期警告カウンタ

メ ンテナンスの早期警告機能が無効の場合、 関連するカウンタは印
刷されません。

オ ド メ ータ読み取り値のリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンを押すとオド メータの読み取り値が印刷されま
す。

3. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータの選択を解除します。

フォン トの リ ス ト

このオプシ ョ ンでは、 プ リ ンタで使用可能なフォン ト を リ ス ト した
ラベルを印刷します。 フォン トには、 標準のプ リ ンタのフォン ト と
オプシ ョ ンのフォン トの両方が含まれます。 フォン トは、 RAM また
はフラ ッシュ ・ メモ リに保存されます。

使用できる フ ォ ン ト のリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ９ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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ZPL のみ バーコードのリ ス ト

このオプシ ョ ンは、 プ リ ンタで使用可能なバーコードを リ ス ト した
ラベルを印刷します。 バー ・ コードは、 RAM またはフラ ッシュ ・ メ
モ リに保存されます。

使用できるバーコー ドのリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

イ メージのリ ス ト

このオプシ ョ ンでは、 プ リ ンタの RAM、 フラ ッシュ ・ メモ リ、 また
はオプシ ョ ンのメモ リ ・ カードに格納されている使用可能なイ メー
ジを リ ス トにしたラベルを印刷します。

使用できる イ メ ージのリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

フォーマッ トの リ ス ト

このオプシ ョ ンでは、 プ リ ンタの RAM、 フラ ッシュ ・ メモ リ、 また
はオプシ ョ ンのメモ リ ・ カードに格納されている使用可能なフォー
マッ ト を リ ス トにしたラベルを印刷します。

使用できる フ ォーマ ッ ト のリ ス ト の印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

セッ ト アップのリ ス ト

このオプシ ョ ンは、 現在のプ リ ンタの設定を リ ス ト した設定ラベル
(71 ページの図 11  を参照 ) を印刷します。

設定ラベルの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

ネッ ト ワーク設定のリ ス ト

このオプシ ョ ンでは、 インス トールされているプ リ ン ト ・ サーバの
設定を リ ス ト したネッ ト ワーク設定ラベル (72 ページの図 12  を参
照 ) を印刷します。

ネ ッ ト ワーク設定ラベルの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ０ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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すべての設定のリ ス ト

このオプシ ョ ンでは、 使用可能なフォン ト、 バーコード、 イ メージ、
およびプ リ ンタ とネッ ト ワークの現在の設定を リ ス ト したラベルを
印刷します。

設定ラベルの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「発行」 を選択します。

3. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

メモ リ ・ カードのフォーマッ ト

注記 • このパラ メータは、フラ ッシュ ・チップが搭載されたワ
イヤレス ・ プラス ・ オプシ ョ ン ・ ボードが取り付けられてい
る場合にのみ表示されます。

このオプシ ョ ンでは、 これまでに保存したすべての情報を 64 MB の
フラ ッシュ ・ メモ リから消去します。

注意 • このオプシ ョ ンでは、 フ ラ ッ シュ ・ チ ッ プを完全に消去し ます。

メ モ リ ・ カー ドのフ ォーマ ッ ト ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して 「A:」 を選択します。 または、 OPT:MEM を
選択します (APL-D のみ )。

プ リ ンタがパスワードを要求するよ う設定されている場合は、
パスワードの入力を求められます。

3. パスワードを入力します。 詳細は、 70 ページの 「パスワードで保
護されているパラ メータの変更」 を参照してください。

4. 適切なボタンを押して、 該当するカードを選択します。

LCD に 「ﾖﾛｼｲﾃﾞｽｶ ?」 とい う確認のメ ッセージが表示されま
す。

5. 続行する場合 ：

• マイナス (-) ボタンを押して 「中止」 を選択する と、 要求が取
り消され、 「カ ー ド を フ ォ ー マ ッ ト 」 のプロンプ トに戻り
ます。

• プ ラス (+) を押して 「実行」 を選択する と、 初期化を開始し
ます。
初期化が完了する と、 コン ト ロール ・ パネルに
「FORMATTING CARD COMPLETED」 が表示されます。

注記 • メモ リ ・カードに含まれている メモ リの量に応じて、初
期化が完了するまでに最高 5 分かかる場合があ り ます。

6. SELECT ( 選択 ) を押して､パラ メータの選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ １ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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フラ ッシュ ・ メモ リの初期化

このオプシ ョ ンでは、 これまでに保存したすべての情報をフ ラ ッ
シュ ・ メモ リから消去します。

注意 • このオプシ ョ ンでは、 フ ラ ッ シュ ・ メ モ リ を完全に消去し ます。

フ ラ ッ シュ ・ メ モ リの初期化 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. パスワードを要求されたら、プ リ ンタのパスワードを入力します。
詳細は、 70 ページの 「パスワードで保護されているパラ メータの
変更」 を参照してください。

LCD に、 「フ ラ ッ シ ュ メ モ リ  初期化」 と表示されます。

3. プ ラス (+) を押して 「実行」 を選択します。

LCD に 「ﾖﾛｼｲﾃﾞｽｶ ?」 とい う確認のメ ッセージが表示されま
す。

4. 続行する場合 ：

• マイナス (-) ボタンを押して 「中止」 を選択する と、 要求が取
り消され、 「フ ラ ッ シ ュ メ モ リ  初期化」 のプロンプ トに戻
り ます。

• プ ラス (+) を押して 「実行」 を選択する と、 初期化を開始し
ます。
初期化が完了する と、 コン ト ロール ・ パネルに
「INITIALIZING MEMORY COMPLETED」 が表示されます。

注記 • フラ ッシュ ・ メモ リの空き容量に応じて、初期化が完了
するまでに最高 1 分かかる場合があ り ます。

5. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ２ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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センサー ・ プロフ ィールを印刷します。

センサー ・ プロフ ィールは、 実際のセンサー値と比較したセンサー
設定を表示します。このラベル ( 実際には複数のラベルやタグに展開
される ) を使用して、 印刷の問題を ト ラブルシューティングできま
す。 センサー・プロフ ィールの意味については、 141 ページの 「セン
サー ・ プロフ ィール」 を参照して ください。

センサー ・ プロ フ ィ ールの印刷 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押して、 この標準のキャ リブレート手順を開始し、用
紙センサー ・ プロフ ィールを印刷します。

3. センサーの感度を調整するには、 86 ページの 「用紙センサーおよ
びリボンセンサーの感度をキャ リブレート します。 」 を実行しま
す。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ３ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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用紙センサーおよびリボンセンサーの感度をキャ リブレート しま
す。

この手順を使用して、 用紙センサーと リ ボン ・ センサーの感度を調
整します。

重要 • この手順を次の説明のとおりに実行してください。
1 つのセンサーのみを調整する場合でも、 すべての手順を実
行する必要があ り ます。 この手順中にマイナス (-) ボタンを押
すと、 いつでも手順をキャンセルできます。

用紙および リボンのセンサーのキャ リ ブレー ト ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) を押してキャ リブレート手順を開始します。
「ﾀﾞｲｼｦ _ ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ」 のプロンプ トが表示されます。

3. 印字ヘッ ドを開きます。

4. ラベルの約 203 mm (8 インチ ) の長さ分を用紙の台紙から剥がし、
その用紙をプリ ンタに戻して、 台紙のみが用紙センサーの間に配
置されるよ うにします。

5. -に剥離またはラ イナー巻き取りオプシ ョ ンがある場合にのみ使
用されます。

a. 剥離機構解除レバーを押し下げ、 剥離アセンブリ を開きま
す。

b. 切り取り /剥離バー (1) と剥離アセンブリ  (2) の間にライナー
を挿入します。 ライナーの端部が確実にプリ ンタの外に垂
れるよ うにして ください。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ４ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明

1

2
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( 前のページから続く ) 用紙センサーおよびリボンセンサーの感度のキャ リブレート  ( 続き )
注意 • 剥離アセンブ リ を閉じ るには、 剥離解除レバーを使用し、
右手で操作し て く だ さい。 閉じ る際、 絶対に左手を添えないで く
だ さ い。 剥離ローラーまたはアセンブ リの上端に指がはさ まれる
可能性があ り ます。

c. 剥離機構解除レバーを使用して、 剥離アセンブリ を閉じま
す。

6. 印字ヘッ ドを開いたままにします。

7. プ ラス (+) ボタンを押して続行します。
「ﾘﾎﾞﾝｦ _ ﾊｽﾞｼﾃｸﾀﾞｻｲ」 のプロンプ トが表示されます。

8. リ ボンを取り外します ( リ ボンを使用している場合 )。
9. 印字ヘッ ドを閉じます。

10. プ ラス (+) ボタンを押して続行します。
「キ ャ リ ブ レ ー ト中 お待ち く だ さ い」 とい う メ ッセージが表
示されます。
使用している特定の用紙と リボンの組み合わせに基づいて、 プ リ
ンタが用紙センサーと リ ボン ・ センサーから受信する信号のス
ケール ( ゲイン ) を調整します。 この動作は、 実質的にはセン
サー・プロフ ィールにおいてグラフの頂点を上または下に移動し、
お客様のアプリ ケーシ ョ ンの読み取り値を最適化するこ とにな り
ます。
キャ リブレートが完了する と、「元に戻し ます」が表示されます。

11.印字ヘッ ドを開き、 ラベルの位置が用紙センサーの下にく るまで
用紙を前方向に引っ張り ます。

12. リ ボンを取り外します ( リ ボンを使用している場合 )。
13.印字ヘッ ドを閉じます。

14. プ ラス (+) ボタンを押して続行します。
プ リ ンタが自動的にキャ リブレート を実行します。この処理中に、
プ リ ンタは、 新し く設定されたスケールに従って用紙と リボンの
読み取り値をチェッ ク し、 ラベルの長さを判定し、 印字モードを
決定します。 新しいスケールでの読み取り値を確認するには、 セ
ンサー ・ プロフ ィールを印刷してください。

15.SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ５ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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パラレル通信の設定

ホス ト ・ コンピュータが使用しているポートに一致する通信ポート
を選択します。

デフォルト値 ： 双方向

選択肢 : 双方向、 単方向

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

ZPL のみ シ リアル通信の設定

ホス ト ・ コンピュータが使用しているポートに一致する通信ポート
を選択します。 この設定は、 シ リ アル ・ ポートが使用されている場
合のみに適用されます。

注記 • 外部アダプタを使用して RS422/485 操作を有効にして
いる場合、 RS232 を選択します。

デフォルト値 ： RS232

選択肢 : RS232、 RS485 マルチ DROP

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

ボーレートの設定

この設定は、 シ リ アル ・ ポートが使用されている場合のみに適用さ
れます。 正確な通信を行う ためには、 プ リ ンタのボーレート設定と
ホス ト ・ コンピュータのボーレート設定が一致する必要があ り ます。
ホス ト ・ コンピュータが使用しているボーレートに一致する値を選
択してください。

デフォルト値 ： 9600

選択肢 (ZPL、 APL-I、 APL-D): 300, 600, 1200, 2400, 4800, 9600, 14400,
19200, 28800, 38400, 57600, 115200

選択肢 (EPL): 1200, 2400, 4800, 9600, 19200, 38400, 57600, 115200

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ６ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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データ ・ ビッ トの設定

この設定は、 シ リ アル ・ ポートが使用されている場合のみに適用さ
れます。 正確な通信を行う ためには、 プ リ ンタのデータ ・ ビッ ト と
ホス ト ・ コンピュータのデータ ・ ビッ トが一致する必要があ り ます。
ホス ト ・ コンピュータが使用している設定に一致するデータ ・ ビッ
ト を選択してください。

デフォルト値 ： 8 ビッ ト

選択肢 : 7 ビッ ト 、 8 ビッ ト

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンを切り替えます。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

パリティの設定

この設定は、 シ リ アル ・ ポートが使用されている場合のみに適用さ
れます。正確な通信を行うためには、プ リ ンタのパリティ とホス ト ・
コンピュータのパリ テ ィが一致する必要があ り ます。 ホス ト ・ コン
ピュータが使用している設定に一致するパリ テ ィ を選択して くださ
い。

デフォルト値 ： ﾅｼ
選択肢 : 偶数、 奇数、 なし

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ７ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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フロー制御の設定

この設定は、 シ リ アル ・ ポートが使用されている場合のみに適用さ
れます。 通信を行う ためには、 プ リ ンタのフロー制御プロ ト コルと
ホス ト ・ コンピュータのフロー制御プロ ト コルが一致する必要があ
り ます。ホス ト ・コンピュータが使用している設定に一致するフロー
制御プロ ト コルを選択してください。

デフォルト値 (ZPL): XON/XOFF

選択肢 (ZPL):XON/XOFF、 DTR/DSR、 RTS/CTS

デフォルト値 (EPL):DTR & XON/XOFF

選択肢 (EPL):DTR & XON/XOFF、 DTR

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

ZPL のみ プロ ト コルの設定

プロ ト コルとは、 一種のエラー ・ チェ ッ ク ・ システムです。 選択し
たプロ ト コルによっては、 データを受信したこ とを示すインジケー
タがプ リ ンタからホス ト ・ コンピュータに送信される場合があ り ま
す。 ホス ト ・ コンピュータが必要とするプロ ト コルを選択して くだ
さい。 プロ ト コルの詳細は、 『Programming Guide for ZPL, ZBI,
Set-Get-Do, Mirror, and WML』 で説明されています。

デフォルト値 ： ﾅｼ
選択肢 : なし、 ZEBRA、 ACK_NACK

注記 • ZEBRA は ACK_NAK と同じですが、 ZEBRA の応答メ ッ
セージは順番になっている点が異なり ます。 ZEBRA を選択し
た場合、 プ リ ンタは DSR/DTR フロー制御プロ ト コルを使用
する必要があ り ます。

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ８ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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ZPL のみ ネッ ト ワーク  ID の設定

このパラ メータは、 プ リ ンタが RS422/485 マルチド ロ ップ ・ ネッ ト
ワーク環境で動作している と きに、 プ リ ンタに一意の番号を割り当
てます ( 外部 RS422/485 アダプタが必要 )。 これによって、 ホス ト ・
コンピュータは特定のプ リ ンタを指定できるよ うにな り ます。 これ
は TCP/IP または IPX ネッ ト ワークには影響しません。

デフォルト値 ： 000

範囲 ：  000 ～ 999

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押して、 次の桁の位置に移動します。

3. プ ラス (+) ボタンを押すとその桁の値が増加します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

通信モードの設定

通信診断モードは、 プ リ ンタ とホス ト ・ コンピュータの内部接続を
確認するための ト ラブルシューティング ・ ツールです。 詳細につい
ては、 140 ページの 「通信診断テス ト 」 を参照して ください。

デフォルト値 ： 通常モード

選択肢 : 通常モード、 診断モード

通信診断モー ドの選択 ：

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンを切り替えます。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

ZPL のみ コン ト ロール ・ プレフ ィ ッ クス文字を設定します。

プ リ ンタでは、 ZPL/ZPL II コン ト ロール命令の開始を示す、 2 桁の
16 進文字が検索されます。

注記 • コン ト ロール文字、フォーマッ ト文字、またはデリ ミ タ
文字に同じ  16 進の値を使用しないでください。プ リ ンタが正
し く機能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り
ます。

デフォルト値 ： 7E ～

範囲 ： 00 ～ FF

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押して、 次の桁の位置に移動します。

3. プ ラス (+) ボタンを押すとその桁の値が増加します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( １ ９ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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ZPL のみ フォーマッ ト ・ プレフ ィ ッ クス文字を設定します。

フォーマッ ト ・ プレフ ィ ッ クス とは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令
内でパラ メータのプレース ・マーカーと して使用される  2 桁の 16 進
値です。 プ リ ンタでは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令の開始を示す、
16 進文字が検索されます。 詳細については、 『Programming Guide for
ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror, and WML 』 を参照してください。

注記 • コン ト ロール文字、フォーマッ ト文字、またはデリ ミ タ
文字に同じ  16 進の値を使用しないでください。プ リ ンタが正
し く機能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り
ます。

デフォルト値 ： 5E ＾

範囲 ： 00 ～ FF

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押して、 次の桁の位置に移動します。

3. プ ラス (+) ボタンを押すとその桁の値が増加します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

ZPL のみ デリ ミ タ文字を設定します。

デリ ミ タ文字とは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令内でパラ メータの
プレース ・ マーカーと して使用される  2 桁の 16 進値です。 詳細につ
いては、 『Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror, and
WML 』 を参照してください。

注記 • コン ト ロール文字、フォーマッ ト文字、またはデリ ミ タ
文字に同じ  16 進の値を使用しないでください。プ リ ンタが正
し く機能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り
ます。

デフォルト値 ： 2C ,

範囲 ： 00 ～ FF

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押して、 次の桁の位置に移動します。

3. プ ラス (+) ボタンを押すとその桁の値が増加します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ０ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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ZPL のみ ZPL モードの選択

プリ ンタのモードは、 このパラ メータまたは ZPL/ZPL II コマンドに
よって変更されるまで、 選択されたモードのままにな り ます。 プ リ
ンタは ZPL または ZPL II で記述されたラベル・ フォーマッ ト を受け
入れ、既存の ZPL フォーマッ ト を書き換える必要はあ り ません。ZPL
と  ZPL II の違いについては、 『Programming Guide for ZPL, ZBI,
Set-Get-Do, Mirror, and WML 』 を参照してください。

デフォルト値 ： ZPL II

範囲 ： ZPL II、 ZPL

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンを切り替えます。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

電源投入時の用紙動作の設定

このパラ メータでは、 プ リ ンタの電源がオンになったと きの用紙の
動作を設定します。

デフォルト値 ( 非 RFID プリ ンタ ): ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ
デフォルト値 (RFID プリ ンタ ): FEED ( フ ィード )

選択肢 : キャ リブレート、 短キャ リブレート、 ラベル長、 動作しま
せん、 フ ィード

• キャ リブレート  - センサー ・ レベルと しきい値を調整し、 長
さを判定して用紙を次のウェブにフ ィード します。

• 短いキャ リブレート  - センサーのゲインを調整せずに用紙と
ウェブしきい値を設定し、 長さを判定して用紙を次のウェブ
にフ ィード します。

• ラベル長 - 現在のセンサー値を使用してラベル長を判定し、
用紙を次のウェブにフ ィード します。

• 動作しません - プリ ンタに用紙を送らないこ とを通知します。
ウェブが正確な位置にあるこ とを手動で認してください。 ま
たは FEED ( フ ィード ) ボタンを押して次のウェブを配置して
ください。

• ﾌｨｰﾄﾞ - ラベルが最初の整合点にフ ィード されます。

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ １ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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ヘッ ドを閉めるオプシ ョ ンを設定します。

このパラ メータでは、 印字ヘッ ドを閉じたと きの用紙の動作を設定
します。

デフォルト値 ( 非 RFID プリ ンタ ): ｷｬﾘﾌﾞﾚｰﾄ
デフォルト値 (RFID プリ ンタ ): FEED ( フ ィード )

選択肢 : キャ リブレート、 短キャ リブレート、 ラベル長、 動作しま
せん、 フ ィード

• キャ リブレート  - センサー ・ レベルと しきい値を調整し、 長
さを判定して用紙を次のウェブにフ ィード します。

• 短いキャ リブレート  - センサーのゲインを調整せずに用紙と
ウェブしきい値を設定し、 長さを判定して用紙を次のウェブ
にフ ィード します。

• ラベル長 - 現在のセンサー値を使用してラベル長を判定し、
用紙を次のウェブにフ ィード します。

• 動作しません - プリ ンタに用紙を送らないこ とを通知します。
ウェブが正確な位置にあるこ とを手動で認してください。 ま
たは FEED ( フ ィード ) ボタンを押して次のウェブを配置して
ください。

• ﾌｨｰﾄﾞ - ラベルが最初の整合点にフ ィード されます。

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

バッ クフ ィード手順の選択

このパラ メータは、 ラベルが印字モードで取り外された後にラベル
をバッ ク フ ィードする タ イ ミ ングを設定し ます。 このパラ メータ
は、巻き取りモードには影響しません。この設定は、ラベル・フォー
マッ ト の一部と して発行される  ~JS 命令によって上書き されます
( 『Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror, and WML』 を
参照 )。

デフォルト値 ： デフォルト  (90%)

選択肢 : デフォルト、 発行後、 オフ、 発行前、 10%、 20%、 30%、
40%、 50%、 60%、 70%、 80%

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ２ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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Y 印字基点を調整します。

このパラ メータは、 ラベルの縦方向の印字位置を調整します。正の数
を指定する と、指定したド ッ ト数だけラベルの Y 字基点が下側 ( 印字
ヘッ ドから離れて ) に調整されます。 負の数を指定する と、 ラベルの
Y 字基点が上側 ( 印字ヘッ ド側 ) に調整します。

デフォルト値 ： +000

範囲 ： -120 ～ +120

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) ボタンを押すと値が増加します。

3. マイナス (-) ボタンを押すと値が減少します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

X 印字基点の調整

このパラ メータは、 ラベルの横方向の印字位置を調整します。 正の
数を指定する と、指定したド ッ ト数だけ印刷が左側に調整されます。
負の数を指定する と、 印刷が右側に移動します。

デフォルト値 ： 0000

範囲 ： -9999 ～ +9999 ド ッ ト

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押すとカーソルが動きます。

3. + と - を切り替え、 桁の値を増加するには、 プ ラス (+) ボタンを押
します。 負の値の場合は、 マイナス記号に変更する前に値を入力
します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

ZPL のみ 再発行モードの設定

再発行モードが有効の場合、~PR ZPL コマンドを発行するかマイナス

(-) ボタンを押して、 最後に印刷されたラベルを再発行できます。

デフォルト値 ： 無効

選択肢 : 有効、 無効

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンを切り替えます。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ３ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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次のカラムを参照 センサー設定の表示

これらのパラ メータはキャ リ ブレー ト手順中に自動的に設定され、
資格のあるサービス技師のみが変更できます。 これらのパラ メータ
については、 『Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, Mirror, and
WML』 を参照してください。

これらのパラ メ ータ をスキ ッ プする ：

1. プ ラス (+) ボタンを押すと次のパラ メータをスキップします。

ZPL のみ フォーマッ トのコンバートの選択

ビッ ト マップ倍率を選択します。 最初の数字は 1 インチあた りの元
のド ッ ト数 (dpi) で、 2 番目の数字はコンバート後の dpi を示します。

デフォルト値 ： ﾅｼ
選択肢 : なし、 150 300、 150 600、 200 600、 300 600

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ４ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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アイ ドル ・ディ スプレイの選択

このパラ メータは、 リ アルタイム ・ ク ロ ッ クの LCD オプシ ョ ンを選
択します。

注記 • デフォルトの値が選択されていない場合、 プ ラス (+) ま
たはマイナス (-) ボタンを押すと、 プ リ ンタのファームウェア
のバージ ョ ンが簡略表示されます。

デフォルト値 ： FW バージ ョ ン

選択肢 : MM/DD/YY (24 HR)、 MM/DD/YY (12HR)、
DD/MM/YY (24 HR)、 DD/MM/YY (12HR)、 FW バージ ョ ン

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ５ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
2011/3/18 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 79695L-073



設定
標準コ ン ト ロール ・ パネル ・ パラ メ ータ

98
リ アルタイム ・ ク ロ ッ ク  (RTC) 日付の設定

このパラ メータを使用する と、 「ア イ ド ル表示」 で選択した書式に
従って日付を設定できます。

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. マイナス (-) ボタンを押して、 次の桁の位置に移動します。

3. プ ラス (+) ボタンを押すとその桁の値が変更します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

RTC 時間の設定

このパラ メータを使用する と、 「ア イ ド ル表示」 で選択した書式に
従って時間を設定できます。

表示値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. 次の桁の位置に移動するには、 マイナス (-) ボタンを押します。

3. 桁の値を変更するには、 プ ラス (+) ボタンを押します。

4. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

パスワード ・ レベルの設定

このパラ メータでは、 特定の工場出荷時に選択されたメニュー ・ ア
イテムまたはすべてのメニュー ・ アイテムをパスワード保護するか
ど うか選択できます。

デフォルト値 ： 選択済みアイテム

選択肢 : 選択済みアイテム、 すべてのアイテム

1. SELECT ( 選択 ) を押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンを切り替えます。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ６ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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表示言語を選択します。

このパラ メータを使用して、 LCD で表示される言語を変更します。
選択対象の各言語は、 その言語そのもので表示されます。

デフォルト値 ： ENGLISH

選択肢 : ENGLISH、 ESPANOL、 FRANCAIS、 DEUTSCH、
ITALIANO、 NORSK、 PORTUGUES、 SVENSKA、 DANSK、
ESPANOL2、 NEDERLANDS、 SUOMI、 日本、 韓国語、 簡体中文、
繁体中文

表示された値の変更 :

1. SELECT ( 選択 ) ボタンを押してパラ メータを選択します。

2. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押して、 これらのオプシ ョ
ンをスクロールします。

3. SELECT ( 選択 )  ボタンを押して変更内容を確定し、パラ メータの
選択を解除します。

表 11 • プ リ ン タ  ・ パラ メ ータ  ( ２ ７ / ２ ７  ページ )

言語 / パラ メ ータ 操作 / 説明
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その他のコ ン ト ロール ・ パネルのパラ メ ータ

以下の状況で、 その他のパラ メータが表示されます。

• RFID ( 無線自動識別 ) リーダーが取り付けられたと き。 詳細については、 『RFID
プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照してください。

• 有線プリ ン ト ・サーバがプリ ンタに接続されたと き。詳細については、 『ZebraNet
10/100 プリ ン ト ・ サーバ ・ ユーザーおよびリ ファレンス ・ ガイ ド』 を参照してく
ださい。

• ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがプ リ ンタに接続されたと き。 詳細については、
『Zebranet ワイヤレス ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照してください。

お客様のプリ ンタに付属の CD にプリ ン ト ・ サーバのマニュアルおよび 『RFID プロ
グラ ミ ング・ガイ ド』のコピーが収録されています。また、http://www.zebra.com/manuals
からも利用できます。
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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定期的な メ ンテナンス
この項では、 定期的なク リーニングおよびメンテナンスの手順について説明します。
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プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト の交換

交換部品の注文

製品ラ イン全体で最適な印刷品質と適切なプ リ ンタ ・ パフォーマンスを得るため、
Zebra では Zebra™ 純正のサプライ品を トータル ・ ソ リ ューシ ョ ンの一部と して使用
する こ と を強 くお勧めし ます。 特に、 ZM400、 ZM600、 RZ400、 および RZ600 は、
Zebra™ 純正プリ ン トヘッ ドでのみ機能し、 安全性と印刷品質を最大化するよ うに設
計されています。

部品の注文情報については、 認定された Zebra 販売代理店にお問合せください。 連絡
先および電話番号については、 11 ページの 「連絡先」 を参照してください。

プ リ ン タ ・ コ ンポーネン ト のリサイ クル

潤滑油

このプリ ンタには潤滑油は不要です。

このプ リ ンタ ・ コンポーネン トは、 ほとんど リサイ クルできます。 プ リ ンタのメ イ
ン ・ ロジッ ク ・ボードにはバッテ リがあ り、適切な方法で処分する必要があ り ます。

プ リ ンタ ・ コンポーネン トは地方自治体の廃棄物処理に従って処分して ください。
バッテ リは自治体の定める法律に従って処分し、 その他のプリ ンタ ・ コンポーネン
ト は 地 域 の 規 制 に 従 っ て 処 分 し て く だ さ い。 詳 細 に つ き ま し て は、
http://www.zebra.com/environment を参照してください。

注意 • 市販の潤滑油を このプ リ ン タに使用する と、 塗装や機械部品を損傷する可能性があ
り ます。

http://www.zebra.com/environment
http://www.zebra.com/environment
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ク リーニング ・ スケジュールと手順

個別のク リーニング手順については、次ページ以降で説明します。表 13 には、ク リー
ニングの推奨スケジュールを示します。 これらの間隔は、 あ く まで目安と して記載し
ており ます。お客様の用途や用紙のタイプによっては、 よ り頻繁なク リーニングが必
要となる場合があ り ます。

. 

外装のク リーニング

プリ ンタの外装表面は、必要があれば、糸くずのでない布と水で薄めた少量の洗剤を
使用してク リーニングできます。 ざらざら したものや摩擦性のク リーニング液、 ク
リーニング溶剤などは使用しないでください。

重要 • Zebra では、 ク リーニング液の使用によってこのプリ ンタに生じた損傷の責任
は負いかねます。

表 13 • ク リーニングの推奨スケジュール

部位 方法 間隔

印字ヘッ ド 溶剤 * ダイレク ト ・サーマル・モード ： ロール用紙 1 本
( または折り畳み用紙 500 フ ィート ) を使用した
後に毎回。

熱転写モード ： リ ボン 1 ロール、 またはロール
用紙 2 ～ 3 本を使用した後に毎回。

プラテン ・ ローラー 溶剤 *

用紙センサー 空気ブロー

リボン ・ センサー 空気ブロー

用紙経路 溶剤 *

リ ボン経路 溶剤 *

ピンチ ・ ローラー 
( 剥離オプシ ョ ンの一部 )

溶剤 *

切り取り / 剥離バー 溶剤 * 月 1 回

ラベル剥離センサー 空気ブロー 半年に 1 回

* Zebra では、 予防メンテナンス ・ キッ ト  ( パーツ番号 47362) のご使用をお勧めしています。 このキッ トの代わり
に、 イ ソプロピル・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸した綿棒を使用するこ と もでき
ます。
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印字ヘ ッ ド と プ ラ テン ・ ローラーのク リーニング

定期的な予防によ り、 印字ヘッ ドの磨耗を最小限に留め、 印字品質を維持するこ とが
できます。用紙やリボンが印字ヘッ ドを横切って移動するため、長期間の使用によ り、
セラ ミ ッ クの保護コーティングが磨耗して剥がれ、 最終的には印字エレ メン ト  ( ド ッ
ト ) が劣化します。 磨耗を防止するために、 以下の点を心掛けてください。

• 印字ヘッ ドのク リーニングを頻繁に行ってください。 また、 低摩擦性に優れた台
紙と、 滑らかに回転する熱転写リボンを使用してください。

• 印字ヘッ ド圧力と加熱温度のバランスを最適化して、 これらの設定が最も小さ く
なるよ うにして ください。

• 摩擦の大きなラベル用紙にエレ メン トが触れるのを防止するために、 熱転写リボ
ンはラベル用紙の幅以上のものを必ずご使用ください。

最良の結果を得るには、 リボンのロールを交換するたびに印字ヘッ ドをク リーニング
して ください。バーコードやグラフ ィ ッ クの中が欠けるなど、印字品質にムラがある
と きは、 印字ヘッ ドが汚れている可能性があ り ます。

図 15 • 印字ヘ ッ ド と プ ラテン ・ ローラーの場所

注意 • 開いた印字ヘ ッ ド付近で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネ ッ ク レス、 ID バッ ジ、
その他金属製のものは、 印字ヘ ッ ド に触れないよ う、 すべて外し て く だ さい。 Zebra では、
開いた印字ヘ ッ ド付近で作業を行う際、 必須ではあ り ませんが安全対策のため、 プ リ ン タ
電源を切る こ と をお奨めし ます。 電源を切る と、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト などの一時設定は
すべて失われるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必要があ り ます。

-

注記 • 剥離アセンブ リ を持つプリ ンタでは、 プラテン ・ ローラーのク リーニング中
は剥離アセンブリ を閉じておき、切り取り / 剥離バーの変形の危険性を低減します。

1 印字ヘッ ド ・ アセンブリ

2 プラテン ・ ローラー

1

2
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印字ヘ ッ ド と プ ラ テン ・ ローラーのク リーニングは、 次の手順に従って く だ さい。

1. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ を開きます。

2. 用紙およびリボンを取り出します。

3. 予防メンテナンス ・ キッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒を使用して、 印字ヘッ ド ・
アセンブリ上の茶色い帯を端から端まで拭き取り ます。 予防メンテナンス ・ キッ
トの代わりに、 イ ソプロピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) 
の溶液に浸した綿棒を使用するこ と もできます。 溶剤が蒸発するまでお待ちくだ
さい。

注意 • 印字ヘ ッ ドは高温になるため、 火傷を引き起こす危険があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷
却するまで時間をおいて く だ さい。

注意 • 印字ヘ ッ ド ・ アセンブ リ に触れる前に、 プ リ ン タの金属フ レームを触るか静電気除
去リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プ と マ ッ ト を使用するなど し て、 蓄積し た静電気をすべて除去し て く
だ さい。
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4. プラテン ・ ローラーを手で回しながら、 綿棒で入念にク リーニングします。 溶剤
が蒸発するまでお待ちください。

5. 用紙と リボンを元に戻し、 印字ヘッ ド ・ アセンブリ を閉じます。

注記 • この手順を実行しても印字品質が改善されない場合は、 Save-A-Printhead ク
リーニング ・ フ ィルムを使用して印字ヘッ ドのク リーニングを試みて ください。
この特殊コーティングの施されたフ ィルムを使用する と、 印字ヘッ ドを損傷する
こ とな く、 蓄積された不純物を取り除く こ とができます。 詳細は Zebra の販売会
社にお問い合わせください。
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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用紙セ ッ ト 部と センサーのク リーニング

用紙セ ッ ト 部と センサーを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. ブラシまたは掃除機を使用して、 用紙経路およびリボン経路に蓄積した用紙くず
や埃を清掃します。

2. ブラシまたは掃除機を使用して、 センサーの用紙くずや埃を清掃します ( 図 16 
を参照 )。

図 16 • センサーのク リーニング

1 ラベル剥離センサー

2 リ ボン ・ センサー

3 用紙センサー

1 3

2
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カ ッ ター ・ モジュールのク リーニング

カッ ターによってラベルがきれいに切断されないか、ラベルが詰まってしま う場合に
は、 カッ ターをク リーニングします。

カ ッ ター ・ モジュールを ク リーニングするには、 次の手順を実行し ます。

1. プリ ンタの電源をオフ  (O) にして、 電源からプリ ンタの電源コードを抜きます。

2.

カッ ター ・ シールド蝶ネジと ロ ッ ク ・ ワ ッシャ (2) を取り外してカッター ・ シー
ルド  (1) を取り外します。

3. V 字形のカッターの刃を露出させるには、 カッ ター ・ モーター蝶ネジ (1) を逆時
計方向に回して刃を下げます。

注意 • 使用者の安全を確保するため、 この手順を行う前に、 常に電源を切ってプ リ ン タの
電源コー ド を抜いて く だ さい。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触れた り し ないよ う に
注意し て く だ さい。

1 2

1
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4. 図 17 を参照してください。予防メンテナンス・キッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒
を使用して、切り取り面の上部 (1) とカッ ターの刃 (2) を拭き取り ます。予防メン
テナンス ・キッ トの代わりに、 イ ソプロピル・アルコール (90% 以上 ) と脱イオン
水 (10% 以下 ) の溶液に浸した綿棒を使用するこ と もできます。溶剤が蒸発するま
でお待ちください。

図 17 • カ ッ ター ・ モジュールのク リーニング

5. カッ ター ・ シールドを交換します。

6. 電源にプリ ンタ電源コードを差し込み、 プリ ンタをオン (I) にします。

カッ ターの刃の下部が適切な動作位置に戻り ます。

7. カッ ターが正常に動作しない場合は、 資格のあるサービス技師に連絡してくださ
い。

1

2
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巻き取り オプシ ョ ンの定期的な メ ンテナンス

巻き取りオプシ ョ ンを使用する場合、印刷したラベルまたは使用済みライナーを定期
的に巻き取り スピンドルから取り外す必要があ り ます。巻き取りオプシ ョ ンの用紙整
合の調整も必要となるこ とがあ り ます。

巻き取り スピン ドルからの印刷済みラベルまたはラ イナーの取り外し

巻き取り スピン ドルから印刷済みラベルまたはラ イナーを取り外すには、 次の手順
を実行し ます。

1. 用紙調整スピンドルと巻き取り スピンドルの間のライナーを切り取り ます。

2. 用紙巻き取りガイ ドが直立状態になるまで、 巻き取り スピンドルを逆時計回りに
回転させます。

3. 用紙巻き取りガイ ドの蝶ネジを緩めます。
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4. 用紙巻き取りガイ ドを完全に引き出し、 折り下げます。

5. ライナーが巻きついている芯を巻き取り スピンドルからスライ ド させます。
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巻き取り オプシ ョ ンでの用紙整合調整

以下の操作手順は、巻き取りオプシ ョ ンが搭載されているプリ ンタのみに適用されま
す。 用紙 / 台紙の巻き取りが緩過ぎないよ うに、 ラ イナーは巻き取り スピンドルの
バッ クプレートにぴったり着く よ うに巻き付けてください。

調整は指定の手順で行ってください。 問題解決に必要な操作のみを行ってください。

巻き取り オプシ ョ ン付きプ リ ン タ で用紙整合を調整するには、 次の手順を実行し ま
す。

1. 調整ダイヤル (1) を時計回りに回し、 用紙をバッ クプレート  (2) の方向に移動さ
せます。

2. 調整ダイヤル (1) を逆時計回りに回し、 用紙をバッ クプレート  (2) と反対の方向
に移動させます。

1

2

1

2
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6
ト ラ ブルシューテ ィ ング
この項では、 ト ラブルシューティングが必要なエラーについて説明します。各種診断
テス ト も含まれています。
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ト ラ ブルシューテ ィ ング ・ チ ェ ッ ク リ ス ト

プ リ ン タにエ ラーが発生し ている場合は、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く だ さい。

 単票ラベルが連続ラベルと して取り扱われますか ? 「はい」の場合は、86 ページの
「用紙センサーおよびリボンセンサーの感度をキャ リブレート します。」 を参照し
て ください。

 リ ボンが正し くセッ ト されているのに、 プリ ンタがエラーを報告しますか ? 「は
い」 の場合は、 86 ページの 「用紙センサーおよびリボンセンサーの感度をキャ リ
ブレート します。」 を参照して ください。

 印字品質に問題があ り ますか ? 「はい」 の場合は、121 ページの 「印字品質の問題」
を参照してください。

 通信に問題があ り ますか ? 「はい」 の場合は、 125 ページの 「通信の問題」 を参照
してください。

ラベルが印刷されないか、正し く 送られない場合には、 このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く
だ さい。

 正しいラベルのタイプを使用していますか?ラベルのタイプを34ページの「用紙の
タイプ」 で確認してください。

 最大印字幅よ り も狭いラベルを使用していますか?77ページの「印字幅を設定しま
す。」 を参照してください。

 43 ページの 「用紙のセッ ト 」 および 58 ページの 「リボンの装着」 でラベルと リボ
ンの取り付け図を確認してください。

 印字ヘッ ドを調整する必要があ り ますか ? 詳細については、64ページの「印字ヘッ
ド圧力の調整」 を参照してください。

 センサーをキャ リブレートする必要があ り ますか ? 詳細については、86 ページの
「用紙センサーおよびリボンセンサーの感度をキャ リブレート します。」 を参照し
て ください。

上記の解決策を試し ても問題が解決されない場合には、このチ ェ ッ ク リ ス ト を確認し て く
だ さい。

 133 ページの「プ リ ンタ通信診断」に説明されている  1 つ以上のセルフテス ト を実
行します。 結果を見て問題を把握してください。

 それでも問題が解決しない場合は、 11 ページの 「連絡先」 を参照してカスタマ ・
サポートに連絡してください。
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LCDD エラー ・ メ ッ セージ

エラーが発生する と、 LCD にメ ッセージが表示されます。 LCD のエラー、 考えられ
る原因、 および奨励される解決策については、 表 14 を参照してください。

表 14 • LCD エラー ・ メ ッ セージ

LCD の表示 / プ リ ン タの状態 考え られる原因 奨励される解決策

ERROR ( エラー ) ライ トが点
滅している。

印字ヘッ ドが Zebraa 純正印
字ヘッ ドではないヘッ ド と
交換されています。

Zebra™ 純正印字ヘッ ド を取り付けま
す。ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ

無効なヘ ッ ド
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プリ ンタが停止し、 ERROR 
(エラー) ライ トが点滅してい
る。

熱転写モー ド で リ ボ ンが
セッ ト されていないか、正し
くセッ ト されていません。

リボンを正し くセッ ト します。 58 ペー
ジの 「リ ボンの装着」 を参照して くだ
さい。

熱転写モードでリボン・セン
サーが リ ボンを認識できま
せん。

1. リ ボンを正し くセッ ト します。 58
ページの 「リ ボンの装着」 を参照
してください。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト し ま
す。 86 ページの 「用紙センサーお
よびリ ボンセンサーの感度をキャ
リブレート します。」 を参照して く
ださい。

熱転写モードで、用紙がリボ
ン・センサーをブロ ッ ク して
います。

1. 用紙を正し く セ ッ ト し ます。 43
ページの 「用紙のセッ ト 」 を参照
してください。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト し ま
す。 86 ページの 「用紙センサーお
よびリ ボンセンサーの感度をキャ
リブレート します。」 を参照して く
ださい。

熱転写モードで、リボンが正
し く取 り付けられているに
もかかわらずプ リ ンタ  が リ
ボンを認識しませんでした。

1. センサー ・ プロフ ィールの印刷 85
ページの 「センサー ・ プロフ ィー
ルを印刷します。」 を参照して くだ
さい。リボン切れしきい値 (1) が高
すぎ、黒い領域 (2) の上部でリボン
が検出された こ と を示し ていま
す。

2. センサーをキ ャ リ ブレー ト する
か、 プ リ ンタのデフォル ト設定を
読み込みます。 86 ページの 「用紙
センサーおよびリ ボンセンサーの
感度をキャ リブレート します。」 ま
たは 69 ページの 「設定初期化」 を
参照してください。

表 14 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD の表示 / プ リ ン タの状態 考え られる原因 奨励される解決策

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ

1
2
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RIBBON ( リ ボン ) ライ トが点
灯し、 ERROR ( エラー ) ライ
トが点滅している。 ERROR 
(エラー) ライ トが点滅してい
る。

リ ボンが装着されています
が、プリ ンタはダイレク ト ・
サーマル・モードに設定され
ています。

感熱用紙では、 リボンは必要あ り ませ
ん。 感熱用紙を使用する場合、 リボン
は取り外して ください。 このエラー ・
メ ッセージによる印刷への影響はあ り
ません。

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが
必要です。 プ リ ンタを熱転写モードに
設定してください。 77 ページの 「印字
方式を選択します。」を参照して くださ
い。

プ リ ンタが停止し、 ERROR 
(エラー) ライ トが点滅してい
る。

用紙がセッ ト されていない
か、正し くセッ ト されていま
せん。

用紙を正し くセッ ト します。 43 ページ
の 「用紙のセッ ト 」 を参照して くださ
い。

用紙センサーの調整不良で
す。

用紙センサーの位置を確認します。

プ リ ンタは単票用紙を使用
する よ う設定されています
が、連続用紙がセッ ト されて
います。

適切な用紙タイプをセッ トするか、 プ
リ ンタを現在の用紙タイプにリセッ ト
し、 キャ リブレート を実行します。

プ リ ンタが停止し、 ERROR 
(エラー) ライ トが点滅してい
る。

印字ヘッ ドが完全に閉じて
いません。

印字ヘッ ドを完全に閉じます。

ヘッ ド ・オープン・センサー
が正常に動作していません。

サービス技師にお問い合わせ く ださ
い。

ERROR ( エラー ) ライ トが点
滅している。

印字ヘッ ドのサー ミ ス タに
エラーがあ り ます。

サービス技師にお問い合わせ く ださ
い。

表 14 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD の表示 / プ リ ン タの状態 考え られる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾘﾎﾞﾝｶﾞ _ ｱﾘﾏｽ

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ﾖｳｼｶﾞ _ ｱﾘﾏｾﾝ

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ﾍｯﾄﾞ _ ｵｰﾌﾟﾝ

サー ミ ス タ の エ ラ ー
ｴﾗｰ
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プリ ンタが停止し、 ERROR 
（エラー） ラ ンプが点灯し ま
す。 プ リ ンタにこれらの 3 つ
のメ ッセージが順に表示され
ます。

注意 • 印字ヘ ッ ドのデータ ・ ケーブルまたは電源ケーブルが正し
く 接続されていない と、 このエ ラー ・ メ ッ セージが表示される こ
とがあ り ます。 印字ヘ ッ ドは高温になっているため、 重度の火傷

を引き起こす危険があ り ます。印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く
だ さい。

印字ヘッ ドのデータ・ケーブ
ルが正し く接続されていま
せん。

注意 • この手順を行 う 前に、 プ リ ン タの
電源をオ フ (O) に し て く だ さ い。 電源が
オンのままだ と、 印字ヘ ッ ド を損傷する
おそれがあ り ます。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印字
ヘッ ドに接続し直します。

3. ケーブルのコネク タが印字ヘッ ド
のコネク タに完全に挿入されてい
るこ とを確認してください。

4. プリ ンタをオン (I) にします。

印字ヘッ ドのサー ミ ス タに
エラーがあ り ます。

サービス技師にお問い合わせ く ださ
い。

表 14 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD の表示 / プ リ ン タの状態 考え られる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ﾃｲｵﾝ

サー ミ ス タ の エ ラ ー
ｴﾗｰ

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ﾍｯﾄﾞ _ ｴﾚﾒﾝﾄ _ ﾌﾘｮｳ
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プリ ンタが印刷中、 ERROR 
(エラー) ライ トが点滅してい
る。

注意 • 印字ヘ ッ ドのデータ ・ ケーブルまたは電源ケーブルが正し
く 接続されていない と、 このエ ラー ・ メ ッ セージが表示される こ
とがあ り ます。 印字ヘ ッ ドは高温になっているため、 重度の火傷

を引き起こす危険があ り ます。印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く
だ さい。

印字ヘッ ドの温度が、動作温
度の下限に近づいています。

印字ヘッ ドが適切な動作温度に達する
まで印刷を続行します。 エラーが消え
ない場合には、 動作環境の温度が低す
ぎて適切な印刷ができない場合が考え
られます。 プ リ ンタを暖かい場所に移
動してください。

印字ヘッ ドのデータ・ケーブ
ルが正し く接続されていま
せん。

注意 • この手順を行 う 前に、 プ リ ン タの
電源をオ フ (O) に し て く だ さ い。 電源が
オンのままだ と、 印字ヘ ッ ド を損傷する
おそれがあ り ます。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印字
ヘッ ドに接続し直します。

3. ケーブルのコネク タが印字ヘッ ド
のコネク タに完全に挿入されてい
るこ とを確認してください。

4. プリ ンタをオン (I) にします。

印字ヘッ ドのサー ミ ス タに
エラーがあ り ます。

サービス技師にお問い合わせ く ださ
い。

プ リ ンタが停止し、 ERROR 
(エラー) ライ トが点滅してい
る。

注意 • 印字ヘ ッ ドが高温になって、 重度の火傷を引き起こす危険
があ り ます。 印字ヘ ッ ドが冷却するまで時間をおいて く だ さい。

印字ヘッ ドが高温になって
います。

プ リ ンタが冷却するまで時間をおいて
ください。 印字ヘッ ド ・ エレ メン トの
温度が許容範囲の動作温度まで低下す
る と、 印刷が自動的に再開されます。

表 14 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD の表示 / プ リ ン タの状態 考え られる原因 奨励される解決策

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ﾃｲｵﾝ

ｹｲｺｸ
ﾍｯﾄﾞ _ ｺｳｵﾝ
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プリ ンタが停止する。

プ リ ンタで メモ リ のデフラ
グを実行中です。

注意 • デフ ラ グ中は、 プ リ ン タの電源を
オ フに し ないで く だ さ い。 実行中に電源
を切る と、 プ リ ン タが破損する こ とがあ
り ます。

プリ ンタがデフラグを終了するまで時
間をおいてください。このエラー・メ ッ
セージが頻繁に表示される場合、 ラベ
ル・フォーマッ ト を確認してください。
メモ リの書き込み、 消去を頻繁に行う
フォーマッ トでは、 プ リ ンタのデフラ
グ頻度が高くな り ます。 通常、 適切に
コード したラベル ・ フォーマッ ト を使
用する と、 デフラグの必要性は最小に
なり ます。

このエラー ・ メ ッセージが消えない場
合は、 技術サポートに連絡して くださ
い。 プ リ ンタの点検が必要です。

プ リ ン タが停止し、 ERROR
（エ ラー） ラ イ ト が点滅して
いる。

注意 • カ ッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでた り触
れた り し ないよ う に注意し て く だ さい。

カッ ターの刃が用紙経路に
入っています。

プ リ ンタの電源をオフにして、 プ リ ン
タの電源コードを抜きます。カッ ター・
モジュールにゴ ミがないかど うか点検
し、 必要に応じて 108 ページの 「カッ
ター ・ モジュールのク リーニング」 の
指示に従ってク リーニングします。

メモ リが不足しているため、
エラー・メ ッセージの 2 行目
に示されている機能を実行
できません。

ラベル ・ フォーマッ ト またはプリ ンタ
のパラ メータを調整して、 プ リ ンタの
メモ リの一部を解放します。 メモ リ を
解放するには、 印字幅をデフォルト設
定のままにせず、 実際のラベルの幅に
調整します。 77 ページの 「印字幅を設
定します。」 を参照して ください。

取り付けられていないデバイス、 また
は使用不可のデバイスにデータが送ら
れていないかど うか確認します。

表示されている機能の詳細について
は、『メ ンテナンス ・マニュアル』 を参
照してください。

表 14 • LCD エラー ・ メ ッ セージ ( 続き )

LCD の表示 / プ リ ン タの状態 考え られる原因 奨励される解決策

デ フ ラ グ中 ...

ｴﾗｰ _ ｼﾞｮｳﾀｲ
ｶｯﾀｰ _ ｼﾞｬﾑ

ﾒﾓﾘｶﾞ _ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ
( ｷﾉｳ )
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印字品質の問題

表 15 は、 印字品質の問題、 考えられる原因、 および奨励される解決策を示したもの
です。

表 15 • 印字品質の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

一般的な印字品質の
問題

プリ ンタが不適切な印字速度
に設定されています。

最適な印字品質を得るには、 コン ト ロール ・
パネル、 ド ライバ、 またはソフ ト ウェアを使
用して、 アプリ ケーシ ョ ンに設定できる最低
の印字速度に設定します。 74 ページの 「印字
速度の調整」 を参照してください。 136 ペー
ジの 「FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト 」 を
実行するこ とをお勧めします。

アプ リ ケーシ ョ ンに適してい
ないラベルと リボンの組み合
わせを使用しています。

1. 互換性のある組み合わせを見出すため、別
のタ イプの用紙または リ ボンに切り替え
てください。

2. 詳細については、公認の Zebra 再販業者ま
たは流通業者にお問い合わせください。

プ リ ンタが不適切な濃度レベ
ルに設定されています。

最適な印字品質を得るには、 コン ト ロール ・
パネル、 ド ライバ、 またはソフ ト ウェアを使
用して、 アプリ ケーシ ョ ンに設定できる最低
の濃度に設定します。 73 ページの 「印字濃度
を調整する。」 を参照してください。 136 ペー
ジの 「FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト 」 を
実行する と、 最適な濃度設定を確認できま
す。

印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。 104 ペー
ジの 「印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク
リーニング」 を参照してください。

印字ヘッ ドの圧力またはその
バランスが不適切です。

印字ヘッ ドを、良好な印字品質に必要な最低
値に設定します。 64 ページの 「印字ヘッ ド圧
力の調整」 を参照してください。

印字ヘッ ドのバランスが不良
です。

サービス技師にお問い合わせください。

複数のラベルに印刷
ヌケがある。

印刷エレ メン トが損傷してい
ます。

サービス技師にお問い合わせください。
2011/3/18 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 79695L-073



ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ング
印字品質の問題

122
リ ボンにシワがある。 リボンを リボン ・ システムに
正し く フ ィード していない。

リ ボンを正し くセッ ト します。 58 ページの
「リボンの装着」 を参照してください。

焼き付け温度が不適切です。 濃度を、良好な印字品質を得るために設定可
能な最低値に設定します。 73 ページの 「印字
濃度を調整する。」 を参照してください。

印字ヘッ ドの圧力またはその
バランスが不適切です。

印字ヘッ ドを、良好な印字品質に必要な最低
値に設定します。 64 ページの 「印字ヘッ ド圧
力の調整」 を参照してください。

用紙が正し く フ ィ ー ド され
ず、左右に 「ずれて」 います。

用紙ガイ ド を調整して用紙を正しい位置に
セッ トするか、 サービス技師にお問い合わせ
ください。

ス ト リ ップ ・ プレート を調整
する必要があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。

印字ヘッ ドの縦方向を調整す
る必要があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。

印字ヘッ ドのバランスが不良
です。

サービス技師にお問い合わせください。

印字ヘッ ド とプラテン ・ ロー
ラーを再調整する必要があ り
ます。

サービス技師にお問い合わせください。

ラベル全体の印刷が
薄すぎる、 または濃
すぎる。

用紙またはリボンが高速処理
に適していません。

高速処理用と して推奨されているサプラ イ
製品に交換します。

アプ リ ケーシ ョ ンに適してい
ない用紙と リボンの組み合わ
せを使用しています。

1. 互換性のある組み合わせを見出すため、別
のタ イプの用紙または リ ボンに切り替え
てください。

2. 詳細については、公認の Zebra 再販業者ま
たは流通業者にお問い合わせください。

感熱用紙と リボンの組み合わ
せを使用しています。

感熱用紙では、 リボンは必要あ り ません。 感
熱用紙を使用しているかど う かチェ ッ クす
るには、 36 ページの 「リボンを使用するケー
ス」 に記載されているラベルのスク ラ ッチ ・
テス ト を実行して ください。

印字ヘッ ドの圧力またはその
バランスが不適切です。

圧力を、 必要と される最低値に設定します。
64 ページの 「印字ヘッ ド圧力の調整」 を参照
してください。

ラベルにしみがつい
ている。

用紙またはリボンが高速処理
に適していません。

高速処理用と して推奨されているサプラ イ
製品に交換します。

ラベルが認識されな
い、 または飛ばされ
る。

プ リ ンタがキャ リブレート さ
れていません。

プ リ ンタのキャ リブレート をやり直します。

ラベル ・ フォーマッ トが不適
切です。

正しいラベル ・ フォーマッ ト を使用します。

3 つのラベルのうち 
1 つが認識されない、
または誤印刷される。

プラテン ・ ローラーが汚れて
います。

104 ページの 「印字ヘッ ド とプラテン ・ ロー
ラーのク リーニング」 を参照して ください。

用紙が仕様に適合していませ
ん。

仕様に合った用紙を使用します。

表 15 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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フォーム上部の位置
が縦方向にずれる。

プ リ ンタのキャ リブレートが
ずれています。

プ リ ンタをキャ リブレート します。86 ページ
の 「用紙センサーおよびリボンセンサーの感
度をキャ リブレート します。 」 を参照してく
ださい。

プ リ ンタの通常の操作中に縦
方向にずれます。

注記 • +/- 4 ～ 6 ド ッ ト
の行の縦方向のずれ 
(約 0.5 mm) は許容範囲
内です。

プ リ ンタをキャ リブレート します。86 ページ
の 「用紙センサーおよびリボンセンサーの感
度をキャ リブレート します。 」 を参照してく
ださい。

プラテン ・ ローラーが汚れて
います。

プラテン ・ ローラーをク リーニングします。
See104 ページの 「印字ヘッ ド とプラテン ・
ローラーのク リーニング」 を参照してくださ
い。

縦の画像またはラベ
ルがずれる。

プ リ ンタでは単票ラベルが使
用されていますが、 設定は連
続モードになっています。

プ リ ンタを単票モードに設定し、必要に応じ
てキャ リブレート を定期的に実行します。

用紙センサーの位置が正し く
あ り ません。

用紙センサーが、単一または連続したラベル
間の切れ目を読み取れる正しい位置にある
こ とを確認します。

用紙センサーが正し くキャ リ
ブレート されていません。

86 ページの「用紙センサーおよびリボンセン
サーの感度をキャ リブレート します。 」 を参
照して ください。

プラテン ・ ローラーが汚れて
います。

プラテン ・ ローラーをク リーニングします。
104 ページの 「印字ヘッ ド とプラテン ・ ロー
ラーのク リーニング」 を参照して ください。

印字ヘッ ドの圧力設定 ( ト グ
ル ) が不適切です。

印字ヘッ ドの圧力を調整し、正し く動作する
こ とを確認します。

リ ボン または用紙が正し く
セッ ト されていません。

プ リ ンタが正し く セッ ト されている こ と を
確認します。

用紙に互換性があ り ません。 ラベル間の切れ目または切れ込みが 2 ～ 4
mm であ り、等間隔であるこ とを確認します。
用紙が、操作モードの最小仕様を下回っては
いけません。

ラベルに印刷された
バーコードをスキャ
ンできない。

印刷が薄すぎるか濃すぎるた
め、 バーコードが仕様を満た
していません。

136 ページの 「FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テ
ス ト 」 を実行します。 必要に応じて印刷濃度
または印刷速度を調整します。

バーコードの周囲に十分な空
白があ り ません。

ラベル上のバーコード とその他の印刷領域
の間、およびバーコード と ラベルの端の間に
は、最低 3.2 mm (1/8 インチ ) の空白を残して
おきます。

表 15 • 印字品質の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
2011/3/18 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 79695L-073
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キャ リ ブレーシ ョ ンの問題

表 16  は、 キャ リブレートの問題、 考えられる原因、 および奨励される解決策を示し
たものです。

表 16 • キャ リ ブレー ト の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルでの印刷整合
性のロス。 フォーム
上部の位置が縦方向
にずれる。

プラテン ・ ローラーが汚れて
います。

104 ページの 「印字ヘッ ド とプラテン ・ ロー
ラーのク リーニング」 の手順に従ってプラテ
ン ・ ローラーをク リーニングします。

用紙ガイ ドの位置が正し くあ
り ません。

用紙ガイ ドが正し く セッ ト されている こ と
を確認します。

用紙タイプの設定が不適切で
す。

正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ / 切れ込み、連
続またはマーク ) 用にプ リ ンタを設定し ま
す。 76 ページの 「用紙タイプを設定します。」
を参照して ください。

用紙が正し く装着されていま
せん。

用紙を正し くセッ ト します。 43 ページの 「用
紙のセッ ト 」 を参照して ください。

自動キャ リブレート
に失敗しました。

用紙または リ ボンが正し く
セッ ト されていません。

用紙と リ ボンが正し く セッ ト されている こ
とを確認します。

センサーが用紙またはリボン
を検出できませんでした。

プ リ ンタを手動でキャ リブレート します。 86
ページの 「用紙センサーおよび リ ボンセン
サーの感度をキャ リブレート します。 」 を参
照して ください。

センサーが汚れているか、 正
し く セッ ト されていません。
センサーが汚れているか、 用
紙が正し くセッ ト されていな
いため、 センサーが検出でき
ません。

センサーがク リーニングされ、用紙が正常に
セッ ト されているこ とを確認します。

用紙タイプの設定が不適切で
す。

正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ / 切れ込み、連
続またはマーク ) 用にプ リ ンタを設定し ま
す。 76 ページの 「用紙タイプを設定します。」
を参照して ください。
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通信の問題

表 17 は、通信の問題、考えられる原因、および奨励される解決策を示したものです。

表 17 • 通信の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルのフォーマッ ト が
プ リ ン タに送信されたが
認識されない。 DATA 
( データ ) ライ トが点滅し
ない。

通信パラ メータが不適切
です。

プ リ ンタのド ラ イバまたはソフ ト ウェアの
通信設定を確認します ( 必要な場合 )。

シ リ アル通信を使用している場合は、 コン
ト ロール・パネル・ メニューのシ リ アルポー
トの設定を確認します。 88 ページの 「シ リ
アル通信の設定」 を参照してください。

シ リ アル通信を使用している場合は、ヌル・
モデム ・ ケーブルまたはヌル ・ モデム ・ ア
ダプタを使用しているこ とを確認して くだ
さい。

コン ト ロール ・ パネルのメニューを使用し
て、 プロ ト コルの設定を確認します。 これ
は 「ナシ」 に設定されている必要があ り ま
す。 90 ページの 「プロ ト コルの設定」 を参
照してください。

ド ラ イバを使用している場合は、 ド ラ イバ
の通信設定が接続に適したものであるかど
うかを確認します。

ラベルのフォーマッ ト が
プ リ ン タに送信されま し
た。ラベルが何枚か印刷さ
れるが、その後、プリ ンタ
でラベル上の画像が飛ぶ
か、誤った位置に配置され
るか、印刷されないか、ゆ
がんで印刷される。

シ リ アル通信設定が不適
切です。

フロー制御設定が一致するこ とを確認しま
す。

通信ケーブルの長さを確認します。 要件に
ついては、 27 ページの表 5 を参照してくだ
さい。

プ リ ンタのド ラ イバまたはソフ ト ウェアの
通信設定を確認します ( 必要な場合 )。

ラベルのフォーマッ ト が
プ リ ン タに送信されたが
認識されない。 DATA 
( データ ) ライ トが点滅す
るが、 印刷が行われない。

プ リ ン タに設定されてい
るプレフ ィ ッ ク ス文字と
デ リ ミ タ文字がラベル ・
フ ォーマッ ト の文字と一
致していません。

プレフ ィ ッ クス文字とデリ ミ タ文字を確認
し ます。 要件については、 92 ページの
「フォーマッ ト ・プレフ ィ ッ クス文字を設定
します。」 および 92 ページの 「デリ ミ タ文
字を設定します。」 を参照してください。

誤ったデータがプ リ ン タ
に送信されています。

コンピュータの通信設定を確認します。 設
定がプリ ンタの設定に一致しているこ とを
確認します。

それでも問題が解決しない場合は、ラベル・
フォーマッ ト を確認します。
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リボンの問題

表 18 は、 リボンに関して発生する可能性のある問題、 考えられる原因、 および奨励
される解決策を示したものです。

表 18 • リボンの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

リ ボンが損傷または
溶解している。

濃度の設定が高すぎます。 1. 濃度の設定を下げます。

2. 印字ヘッ ドを完全にク リーニングしま
す。

リボンのコーティング面が適
切であ り ません。 このプリ ン
タには使用できません。

適切な面がコーテ ィ ングされている リ ボン
と交換して く ださい。 詳細については、 36
ページの 「リボンのコーティング面」 を参照
して ください。

リボンがなくなって
もプ リ ンタが検知し
ない。

リボンをセッ トせずにプリ ン
タがキャ リブレート されまし
た。リボンは後でセッ ト され、
プ リ ンタの再キャ リブレート
またはプリ ンタ ・ デフォルト
値の読み込みが行われていま
せん。

リ ボンをセッ ト した状態でプ リ ンタをキャ
リブレートするか、 プ リ ンタ ・デフォルト値
を読み込んでください。 86 ページの 「用紙セ
ンサーおよび リ ボンセンサーの感度をキャ
リブレート します。」 を参照してください。

熱転写モードで、 リ
ボンが正し く取り付
けられているにもか
かわらず、 プ リ ンタ
が リボンを認識しま
せんでした。

リボンが正し く装着
されているにもかか
わらず、 リボン ・ ラ
イ トが点灯している。

プ リ ンタが、 使用しているラ
ベルおよびリボンに合わせて
キャ リブレート されていませ
ん。

86 ページの「用紙センサーおよびリボンセン
サーの感度をキャ リ ブレー ト し ます。 」 の
キャ リブレート手順を実行してください。
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表 19 は、 RFID プリ ンタに関して発生する可能性のある問題、考えられる原因、およ
び奨励される解決策を示したものです。 RFID の詳細については、 『RFID プログラ ミ
ング ・ ガイ ド』 を参照して ください。 お客様のプリ ンタに付属の CD にマニュアルが
収録されています。 また、 http://www.zebra.com/manuals からも利用できます。

表 19 • RFID の問題

問題 考え られる原因 奨励される解決策

RFID が使用可能
なプリ ンタで、あら
ゆる ラベルが無効
になり ます。

プリ ンタが、使用している
用紙に合わせてキャ リ ブ
レート されていません。

プ リ ンタを手動でキャ リブレート します (86 ペー
ジの「用紙センサーおよびリボンセンサーの感度を
キャ リブレート します。」 を参照して ください )。

プ リ ン タが RFID リ ー
ダーと通信できません。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 10 秒、 待機します。

3. プリ ンタをオン (I) にします。

4. それでも問題が解決しない場合は、 RFID リー
ダーに欠陥があるか、RFID リーダーとプリ ンタ
の接続が悪い可能性があ り ます。 技術サポート
または資格のある  Zebra RFID のサービス技師
に連絡してください。

プ リ ンタがエンコード・モ
ジュールと通信できませ
ん。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 10 秒、 待機します。

3. プリ ンタをオン (I) にします。

4. それでも問題が解決しない場合は、エンコード ・
モジュールに欠陥があるか、 エン コード ・ モ
ジュールとプ リ ンタの接続が悪い可能性があ り
ます。 技術サポー ト または資格のあ る  Zebra
RFID のサービス技師に連絡してください。

別の RF ソースからの RF
( 無線周波数 ) 干渉があ り
ます。

必要に応じて、以下の手順の1つ以上を実行します。

• プリ ンタを、固定されている RFID リーダーまた
はその他の RF ソースから遠くに離します。

• RFID プログラ ミ ングの間中、用紙アクセス用ド
アをしっかり閉めておきます。

ラベル・デザイナー・ ソフ
ト ウ ェアの設定が正し く
あ り ません。

ラベル・デザイナー・ ソフ ト ウェアの設定は、プリ
ンタの設定を無効化します。このソフ ト ウェアとプ
リ ンタの設定がマッチしている こ と を確認して く
ださい。

( 次のページに続く ) 
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RFID が使用可能
なプリ ンタで、あら
ゆる ラベルが無効
になり ます。

( 前のページから続く ) 
プログラ ミ ング位置が正
し くあ り ません ( 特に、使
用している タグがプ リ ン
タの仕様を満たしている
場合 )。

必要に応じて、以下の手順の1つ以上を実行します。

• RFID プログラ ミ ング位置を確認するか、 ラベ
ル ・ デザイナー ・ ソフ ト ウェアのプログラム位
置の設定を確認します。 プログラ ミ ング位置が
正し くない場合は、 設定を変更します。

• RFID プログラ ミ ング位置をデフォルトに再定
義します。

送信し ている  RFID ZPL
または SGD コマンドが正
し くあ り ません。

ラベル ・ フォーマッ ト を確認して ください。

収率が低く、ロール
ご と に無効になる
RFID タ グが多す
ぎます。

RFID ラベルがプリ ンタの
仕様を満たしていません。
ト ランスポンダーが、一貫
したプログラ ミ ングを可
能にする領域内にあ り ま
せん。

ラベルが、 使用しているプ リ ンタの ト ランスポン
ダー配置仕様を満たしている こ と を確認して くだ
さい。 ト ランスポンダー配置の情報については、
http://www.zebra.com/transponders を参照してくださ
い。

詳細については、 『RFID プログラ ミ ング ・ ガイ ド』
を参照するか、 または公認の Zebra RFID 再販業者
に問い合わせてください。

特定の RFID タグは、他の
タグよ り不安定で、特別な
プ リ ンタ設定が必要な場
合があ り ます。

1. プリ ンタが正しい書き込みパワーに設定されて
いるこ とを確認します。 各タグ ・ タ イプの推奨
電源設定については、
http://www.zebra.com/transponders を参照し て く
ださい。

2. 必要に応じて、 ^HR を実行して手動で ト ランス
ポンダーの位置をキャ リブレート します。

3. 問題が解決しない場合は、 異なるタイプのタグ
の使用を考慮してください。

詳細については、 『RFID プログラ ミ ング ・ ガイ ド』
を参照するか、 または公認の Zebra RFID 再販業者
に問い合わせてください。

RFID タグ ・ タイプの読み
取り／書き込みのパワー・
レベルが正し く あ り ませ
ん。

RFID の読み取り／書き込みのパワー ・ レベルを変
更します。 手順については、 『RFID プログラ ミ ン
グ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

別の RF ソースからの RF
( 無線周波数 ) 干渉があ り
ます。

必要に応じて、 以下の手順の 1 つ以上を実行しま
す。

• プリ ンタを、固定されている RFID リーダーから
遠くに離します。

• RFID プログラ ミ ングの間中、用紙アクセス用ド
アをしっかり閉めておきます。

プ リ ン タが、 プ リ ン タ ・
フ ァ ーム ウ ェ ア と リ ー
ダー・ファームウェアの古
いバージ ョ ンを使用して
います。

更新 さ れた フ ァ ーム ウ ェ アの詳細について、
http://www.zebra.com/firmware をご覧ください。

表 19 • RFID の問題 ( 続き )

問題 考え られる原因 奨励される解決策
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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プ リ ン タが RFID
イ ンレ イで停止し
ます。

プ リ ン タが、 ラベル間の
ギ ャ ッ プまでではな く、
RFID インレイまでラベル
長をキャ リ ブレー ト し ま
した。

1. MEDIA POWER UP ( 電源投入時の用紙動作 およ
び HEAD CLOSE ( ヘッ ドを閉める ) パラ メータ
に FEED ( フ ィード ) を設定します 93 ページの
「電源投入時の用紙動作の設定」 または 94 ペー
ジの 「ヘッ ド を閉めるオプシ ョ ンを設定し ま
す。」 を参照してください )。

2. プリ ンタを手動でキャ リブレート します (86
ページの 「用紙センサーおよびリボンセンサー
の感度をキャ リブレート します。」 を参照してく
ださい )。

プ リ ン タ ま た は
リーダー・ファーム
ウ ェ ア の ダ ウ ン
ロード を試行する
と、 DATA ( データ )
ラ イ ト がいつまで
も点滅します。

ダウンロードが失敗し ま
した。各ファームウェアを
ダウンロードする前に、プ
リ ンタの電源をオン／オ
フする と、最良の結果が得
られます。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 10 秒、 待機します。

3. プリ ンタをオン (I) にします。

4. 再度、 ファームウェアのダウンロードを試行し
ます。

5. それでも、問題が解決しない場合は、技術サポー
トに連絡してください。

RFID パラ メ ータ
がセ ッ ト ア ッ プ ・
モードで表示され
ず、RFID 情報がプ
リ ン タの設定ラベ
ルに表示されませ
ん。

プ リ ンタは、正し く
プログ ラ ミ ング さ
れていない RFID
ラベルでも無効に
しません。

プ リ ン タ の電源を オ フ
(O) にしてから、 あま りに
素早 く オン (I) にし たの
で、 RFID リーダーが正し
く初期化されませんでし
た。

プ リ ンタの電源をオフにした後、 最低 10 秒待機し
てから、 電源をオンにして ください。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 10 秒、 待機します。

3. プリ ンタをオン (I) にします。

4. セッ ト アップ ・ モードの RFID パラ メータを
チェ ッ クするか、 新しい設定ラベルの RFID 情
報をチェッ ク します。

不正なバージ ョ ンのプ リ
ン タ ま た は リ ー ダ ー ・
フ ァームウ ェアがプ リ ン
タにロード されました。

1. プリ ンタに正しいバージ ョ ンのファームウェア
がロード されているこ とを確認します。 詳細に
ついては、 22 ページの 「プ リ ンタ言語モード」、
または 『RFID プログラ ミ ング ・ガイ ド』 を参照
して ください。

2. 必要に応じて、正しいプリ ンタまたはリーダー・
ファームウェアをダウンロード します。

3. それでも、問題が解決しない場合は、技術サポー
トに連絡してください。

プ リ ン タが RFID サブシ
ステムと通信できません。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. 10 秒、 待機します。

3. プリ ンタをオン (I) にします。

4. それでも問題が解決しない場合は、 RFID リー
ダーに欠陥があるか、RFID リーダーとプリ ンタ
の接続が悪い可能性があ り ます。 技術サポート
または資格のあるサービス技師に連絡して くだ
さい。

プ リ ン タは RFID に対応
していますが、リーダーが
インス ト ールされていま
せん。

Zebra RFID の販売会社に連絡して、 プ リ ンタ リー
ダーを取得します。

表 19 • RFID の問題 ( 続き )

問題 考え られる原因 奨励される解決策
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その他のプ リ ン タ問題

表 20 は、 プ リ ンタに関するその他の問題、 考えられる原因、 および奨励される解決
策を示したものです。

表 20 • その他のプ リ ン タの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

LCD に判読できない
言語が表示される。

コン ト ロール ・ パネルまたは
ファームウェア ・ コマンドに
よって言語パラ メータが変更
されました。

1. SETUP/EXIT (セ ッ ト ア ッ プ/終了) ボタンを
押して、 設定モードを入力します。

2. マイナス (-) ボタンを押します。
プ リ ンタに、 言語パラ メータが現在の
言語で表示されます。 表示されている言
語が判読できなくても、 スク ロールする
と別の言語に移動できます。

3. SELECT ( 選択 ) ボタンしてパラ メータを
選択します。

4. プ ラス (+) またはマイナス (-) ボタンを押
して、 読める言語が見つかるまで選択肢
をスクロールします。

5. SETUP/EXIT (セ ッ ト ア ッ プ/終了) ボタンを
押します。

LCD に 「設定デー タ  保存」 とい う
メ ッセージが元の言語で表示されます。

6. SETUP/EXIT (セ ッ ト ア ッ プ/終了) ボタンを
も う一度押して、 設定モードを終了し、
変更を保存します ( 言語が変更されない
場合は、 前の手順で、プ ラス (+) またはマ

イナス (-) ボタンを押すこ とによって、 別
の保存オプシ ョ ンまでスクロールする必
要があ り ます )。

7. 希望する言語が表示されるまで、 この手
順を繰り返します。

LCD の文字または文
字の一部が欠けてい
る。

LCD の交換が必要な可能性
があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。
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パラ メータの設定変
更が反映されていな
い。

パラ メータの設定が不適切で
す。

1. パラ メータを設定し、 永久的に保存しま
す。

2. プリ ンタの電源をオフ  (O) にしてからオ
ン (I) にします。

コマンドによ り、 パラ メータ
の変更機能がオフになってい
ます。

使用しているプリ ンタ言語の 『プログラ ミ ン
グ ・ ガイ ド』 を参照するか、 サービス技師に
お問い合わせください。

ファームウェア ・ コマンドに
よ り、 パラ メータが以前の設
定に戻されています。

使用しているプリ ンタ言語の 『プログラ ミ ン
グ ・ ガイ ド』 を参照するか、 サービス技師に
お問い合わせください。

それでも解決しない場合は、
メ イン ・ ロジッ ク ・ ボードに
問題があ る可能性があ り ま
す。

サービス技師にお問い合わせください。

剥離モードのと き、用
紙ラ イナーがプラテ
ン・ローラーに巻きつ
く。

剥離モードに推奨されていな
い、 ミ シン目の入った用紙を
使用しています。

剥離モードで操作中は、 ミ シン目が入ってい
ない用紙を使用してください。

プ リ ン タのキャ リ ブ
レート に失敗するか、
ラベルの Y 印字基点
を検出できない。

プ リ ンタが、 使用しているラ
ベルに合わせてキャ リブレー
ト されていません。

86 ページの「用紙センサーおよびリボンセン
サーの感度をキャ リ ブレー ト し ます。 」 の
キャ リブレート手順を実行してください。

プ リ ンタが連続用紙用に設定
されています。

用紙タイプを単票用紙に設定します。76 ペー
ジの 「用紙タイプを設定します。 」 を参照し
て ください。

ド ライバまたはソフ ト ウェア
が適切に設定されていませ
ん。

ド ラ イバまたはソフ ト ウェアの設定によ り、
プ リ ンタの設定を上書きでき る コマン ドが
生成されます。 ド ライバまたはソフ ト ウェア
の用紙に関する設定を確認します。

単票ラベルが連続ラ
ベルと して取 り 扱わ
れる。

プ リ ンタが、 使用している用
紙に合わせてキャ リブレート
されていません。

86 ページの「用紙センサーおよびリボンセン
サーの感度をキャ リ ブレー ト し ます。 」 の
キャ リブレート手順を実行してください。

プ リ ンタが連続用紙用に設定
されています。

用紙タイプを単票用紙に設定します。76 ペー
ジの 「用紙タイプを設定します。 」 を参照し
て ください。

すべてのラ ンプが点
灯し ているが、 LCD
に何も表示されず、プ
リ ン タがロ ッ ク され
て動かない。

内部の電子的傷害 ま た は
ファームウェアの故障です。

サービス技師にお問い合わせください。

表 20 • その他のプ リ ン タの問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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パワーオン ・セルフ ・
テス トの実行中、プリ
ンタがロ ッ ク される。

メ イン ・ ロジッ ク ・ ボードの
故障です。

サービス技師にお問い合わせください。

印刷し よ う とするす
べ て の ラ ベ ル に
VOID が印刷される。

プ リ ンタは RFID 操作に設定
されていますが、RFID ラベル
を使用していません。

RFID ラベルに切り替えるか、ラベル・フォー
マッ トから  RFID コマンドを削除します。

表 20 • その他のプ リ ン タの問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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プ リ ン タ通信診断

セルフ ・テス トおよびその他の診断テス トでは、プリ ンタの状態に関する情報が提供
されます。 これらのセルフ ・ テス トでは、 印刷サンプルが出力され、 プリ ンタの動作
状態を判断するための特定の情報が提供されます。 最も一般的に使用されるテス ト
は、 パワーオン ・ セルフ ・ テス ト と  CANCEL セルフ ・ テス トです。

各セルフ ・ テス ト を実行するには、 プ リ ンタの電源をオン (I) にする と きに特定のコ
ン ト ロール・パネル・ キーまたはキーの組み合わせを押します。 キーは最初のインジ
ケータ ・ ランプがオフになるまで押し続けます。 パワーオン ・ セルフ ・ テス トが終了
する と、 選択したセルフ ・ テス トが自動的に開始されます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト -

パワーオン ・セルフ ・ テス ト  (POST) は、 プ リ ンタの電源がオン (l) になるたびに実行
されます。 このテス トでは、 コン ト ロール ・パネル ・ ランプ (LED) のオン / オフを切
り替え、 正し く動作するこ とを確認します。 このセルフ ・ テス トの終了時には、 電源
LED のみが点灯しています。パワーオン ・セルフ ・ テス トが終了する と、用紙は正し
い位置に送られます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. プリ ンタをオン (I) にします。

電源 LED が点灯します。 それ以外のコン ト ロール ・ パネルの LED および LCD 
は、 テス トの進行状況を監視し、 各テス トの結果を表示します。 POST では、 す
べてのメ ッセージは英語で表示されますが、 テス トが失敗した場合はその他の言
語でも順次表示されます。

重要 • セルフ ・ テス ト を実施する場合は、 用紙全幅を使用します。 用紙に十分な幅
がないと、 テス ト ・ ラベルがプラテン ・ ローラーに印刷される場合があ り ます。 こ
れを防止するには、 77 ページの 「印字幅を設定します。」 を使用して印刷幅を点検
し、 印字幅が使用する用紙に適しているこ とを確認します。

注記 • 

• セルフ ・テス ト を実行する と きは、 ホス トからプリ ンタにデータを送信しないで
ください。

• 使用している用紙が印刷するラベルよ り も短い場合、 テス ト ・ ラベルは次のラベ
ルに続けて印刷されます。

• 完了する前にセルフ ・ テス ト を取り消す場合は、 電源をオフ  (O) にしてからオン
(l) にし、 プ リ ンタを リセッ ト して ください。
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CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト

CANCEL (キャ ンセル ) セルフ・テス トでは、設定ラベルが印刷されます (図 18を参照 )。

CANCEL ( キャ ンセル ) セルフ ・ テス ト を開始するには、 次の手順を実行し ます。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. CANCEL ( キャ ンセル ) ボタンを押しながら、プ リ ンタをオン (I) にします。フロン
ト ・ パネルの最初のランプが消えるまで、 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタンを押し続
けます。

プリ ンタ設定ラベルが印刷されます ( 図 18 を参照 )。

図 18 • 設定ラベルのサンプル

Z シ リーズ RZ シ リーズ
79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18
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PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト

このセルフ ・ テス トは、 プ リ ンタの機械部品を調整するために必要なテス ト ・ ラベル
の印刷や、 印字ヘッ ド ・ エレ メ ン ト が機能していないかど うかの判別に使用できま
す。 図 19 に印刷サンプルを示します。

PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト を実行するには、 次の手順を実行し ます。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押しながら、プ リ ンタの電源をオン  (I) にします。フロ
ン ト ・パネルの最初のランプが消えるまで、PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押し続け
ます。

• 最初のセルフテス トでは、 15 のラベルがプリ ンタの最低速度で印刷され、 そ
の後、プ リ ンタは自動的に一時停止します。PAUSE ( 一時停止 ) を押すたびに、
さ らに 15 枚のラベルが印刷されます。 図 19 はラベルのサンプルを示してい
ます。

図 19 • PAUSE ( 一時停止 ) テス ト のラベル

• プリ ンタが一時停止している間に CANCEL ( キャ ンセル ) ボタンを押すと、 セ
ルフ ・ テス トが変更されます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押すたびに、 15 枚
のラベルが 1 秒あたり  152 mm (6 インチ ) 印刷されます。

• プリ ンタが一時停止している間にCANCEL (キャ ンセル ) ボタンを再び押すと、
2 回目のセルフ ・ テス トの変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押
すたびに、 50 のラベルがプリ ンタの最低速度で印刷されます。

• プリ ンタが一時停止している間にCANCEL (キャ ンセル ) ボタンを再び押すと、
3 回目のセルフ ・ テス トの変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押
すたびに、 50 枚のラベルが 1 秒あたり  152 mm (6 インチ ) 印刷されます。

• プリ ンタが一時停止している間にCANCEL (キャ ンセル ) ボタンを再び押すと、
4 回目のセルフ ・ テス トの変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押
すたびに、 15 枚のラベルがプリ ンタの最大速度で印刷されます。

• このセルフ ・ テス ト を途中で終了するには、 CANCEL ( キャ ンセル ) ボタンを
押し続けます。
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FEED ( フ ィ ー ド ) セルフ ・ テス ト

用紙のタイプが異なる と、別の濃度設定が必要な場合があ り ます。 この項では、仕様
の範囲内のバーコードを印刷するための最適な濃度を判断できる、簡単で効果的な方
法を説明します。

FEED ( フ ィード ) セルフ ・テス トでは、各ラベルは異なる濃度設定と  2 種類の印字速
度で印刷されます。各ラベルには、相対濃度と印刷速度が印刷されます。 これらのラ
ベルのバーコードについては、ANSI の判定を利用してその印刷品質を確認できます。

濃度値はプリ ンタの現在の濃度値 ( 相対濃度 -3) よ り低い 3 種類の設定で開始され、
徐々に濃度を増し、 最後に現在の濃度値 ( 相対濃度 +3) よ り も高い 3 種類の設定で印
刷されます。

印字ヘッ ドのド ッ ト密度に応じて、 7 つのラベルがそれぞれ次の速度で印刷されま
す。

• 203 dpi のプリ ンタ ： 2 ips、 6 ips、 10 ips

• 300 dpi のプリ ンタ ： 2 ips、 6 ips、 8 ips

• 600 dpi のプリ ンタ ： 2 ips、 4 ips

FEED ( フ ィ ー ド ) セルフ ・ テス ト を実行するには、 次の手順に従います。

1. 設定ラベルを印刷し、 プ リ ンタの現在の設定を確認します。

2. プリ ンタをオフ  (O) にします。

3. FEED ( フ ィ ー ド ) ボタンを押しながら、 プ リ ンタをオン (I) にします。 コン ト ロー
ル・パネルの最初のランプが消えるまで、FEED ( フ ィ ー ド ) ボタンを押し続けます。

プリ ンタが、 さまざまな速度と濃度設定 ( 図 20) で一連のラベルを印刷します。
濃度の設定には、 設定ラベルに示されている値よ り も高いものと低いものが含ま
れます。

図 20 • FEED ( フ ィ ー ド ) テス ト ・ ラベル
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4. 図 21 および表 21 を参照してください。 テス ト ・ ラベルを検査して、 どのラベル
がアプリ ケーシ ョ ンに最適な印刷品質であるかを判断します。 バーコード検証器
がある場合は、 バーコード検証器を使用してバー / 空白部分を測定し、 印刷のコ
ン ト ラス ト を計算します。バーコード検証器がない場合は、目視およびシステム・
スキャナを使用して、 このセルフ ・ テス トで印刷されるラベルに基づいて最適の
濃度設定を選択するこ とをお勧めします。

図 21 • バーコー ドの濃度比較
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5. 相対濃度の値と印刷速度は、 最適なテス ト ・ ラベルに印刷されます。

6. 相対濃度の値を加えるか差し引いて、 設定ラベルで指定された濃度の値を調整し
ます。 結果の数値が、 そのラベルと リボンの組み合わせおよび印刷速度に最適な
濃度の値とな り ます。

7. 必要に応じて、 濃度の値を最適テス ト ・ ラベルの濃度の値に変更します。 73 ペー
ジの 「印字濃度を調整する。」 を参照して ください。

8. 必要に応じて、 最適なテス ト ・ ラベルの印刷速度と同じ速度にします。 74 ページ
の 「印字速度の調整」 を参照してください。

表 21 • バーコー ドの品質判定

印字品質 説明

濃すぎる 明らかにラベルが濃すぎます。 判読可能ですが、 「仕様
範囲内」 とは認められません。-

• 標準バーコードのバーのサイズが大き く なっていま
す。

• 小さい英数字の文字の開いた部分にインクがたまる
場合があ り ます。

• 回転バーコードのバーと空白部分が混じ っていま
す。

やや濃い やや濃いラベルは、 一目瞭然には判別できません。

• 標準バーコードは、 「仕様範囲内」 です。

• 小さい英数字の文字が太く、 つぶれている場合もあ
り ます。

• 回転バーコードの空白部分が、 「仕様範囲内」 のもの
に比べて小さいため、 コードを判読できない場合が
あ り ます。

「仕様範囲内」 「仕様範囲内」 のバーコードは検証器でのみ確認可能で
すが、 見た目で判断できる特徴がいくつかあ り ます。

• 標準バーコードのバーは、 完全でむらがな く、 空白
部分は鮮明ではっき り と見分けられます。

• 回転バーコードのバーが完全で色むらがな く、 空白
部分は鮮明ではっき り と見分けられます。 やや濃い
バーコード よ り 不鮮明な場合も あ り ますが、 この
バーコードは 「仕様範囲内」 です。

• 標準モード と回転モードのいずれにおいても、 小さ
い英数字がはっき り しています。

やや薄い 「仕様範囲内」 のバーコードには、 場合によってはやや
濃いラベルよ り もやや薄いラベルのほうが好まれます。

• 標準バーコードおよび回転バーコードはどちら も仕
様範囲内ですが、 小さい英数字が不鮮明な場合があ
り ます。

薄すぎる 明らかにラベルが薄すぎます。

• 標準バーコードおよび回転バーコードのバーと空白
部分が不完全です。

• 小さい英数字を判読できません。
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FEED ( フ ィ ー ド ) および PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト

このセルフ ・テス ト を実行する と、プ リ ンタの設定が工場出荷時のデフォルト値に一
時的にリセッ ト されます。 これらの値は、 メモ リに永久に保存しない限り、電源がオ
ンになっている間のみアクティブになり ます。デフォルト値が永久に保存された場合
は、 用紙のキャ リブレート手順を実行する必要があま りす。

FEED ( フ ィ ー ド ) および PAUSE ( 一時停止 ) のセルフ・テス ト を実行するには、次の
手順に従います。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. FEED (フ ィ ー ド ) ボタンと  PAUSE (一時停止) ボタンを押しながら、プ リ ンタの電源
をオン (I) にします。

3. フロン ト ・ パネルの最初のランプが消えるまで、 FEED ( フ ィ ー ド ) ボタンおよび
PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押し続けます。

プリ ンタの設定が、 一時的に工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト されます。 こ
のテス トの最後にラベルが印刷されるこ とはあ り ません。
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通信診断テス ト

通信診断テス トは、プ リ ンタ とホス ト ・ コンピュータの内部接続を確認するためのト
ラブルシューティング ・ ツールです。

プ リ ンタが診断モード中は、 ホス ト ・ コンピュータから送信されたデータがすべて
ASCII 文字と して印刷されます。 ASCII テキス トの下には、 16 進値が表示されます。
プリ ンタは、 CR ( 改行 ) などの制御コードを含め、受信したすべての文字を印刷しま
す。 図 22 は、 このテス トによる一般的なテス ト ・ ラベルを示したものです。

図 22 • 通信診断テス ト ・ ラベル

通信診断モー ド を終了するには、 次の手順を実行し ます。

1. 印刷幅を、 テス トに使用するラベルの幅以下に設定します。 詳細については、 77
ページの 「印字幅を設定します。」 を参照して ください。

2. プリ ンタを診断モー ドに設定します。 詳細は、 91 ページの 「通信モードの設定」
を参照してください。

プ リ ンタは診断モードになり、 ホス ト ・ コンピータから受信したすべてのデータ
がテス ト ・ ラベルに印刷されます。

3. テス ト ・ ラベルのエラー ・ コードを確認します。 エラーがある場合は、 通信パラ
メータが正しいこ とを確認します。

テス ト ・ ラベルのエラーは、 以下のとおりです。

• FE はフレーミ ング ・ エラーを示します。

• OE はオーバーラン ・ エラーを示します。

• PE はパリティ ・ エラーを示します。

• NE はノ イズを示します。

4. このセルフ・テス ト を終了して通常の操作に戻るには、プ リ ンタの電源をオフ (O)
にしてからオン (I) にします。

注記 • テス ト ・ ラベルは上下が逆になって印刷されます。
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センサー ・ プロ フ ィ ール

センサー・プロフ ィール・ ラベルを使用して、次の種類の問題を ト ラブルシューティ
ングします。

• 用紙センサーでラベル間のギャ ップ ( ウェブ ) を判定できない

• 用紙センサーが、ラベルの事前印刷の領域をギャ ップ ( ウェブ ) と誤って認識する

• リ ボン ・ センサーがリボンを検出できない

センサー・プロフ ィールの印刷手順については、 85 ページの 「センサー・プロフ ィー
ルを印刷します。」 を参照してください。 センサーの感度を調整するには、 86 ページ
の 「用紙センサーおよびリボンセンサーの感度をキャ リブレート します。」 を実行し
ます。

リボン ・ センサー ・ プロ フ ィ ール ( 図 23)  センサー・プロフ ィールの線 (1) は、 リボ
ン ・ センサーの読み取り値を示します。 リボン ・ センサーのしきい値設定は、 「リ ボ

ン」 (2) とい う語で示されます。 リボンの読み取り値がしきい値未満の場合、プリ ンタ
はリボンがセッ ト されたこ とを認識しません。

図 23 • センサー ・ プロ フ ィ ール ( リボンのセクシ ョ ン )

用紙センサー ・ プロ フ ィ ール ( 図 24)  用紙センサーの読み取り値は、センサー・プロ
フ ィールで棒と平らな領域で示されます。 棒 (1) は、 ラベル間のギャ ップ ( ウェブ )
を示し、 低いと ころ (2) はラベルの場所を示します。 センサー ・ プロフ ィールの印刷
サンプルを用紙の空白の長さ と比較する と、棒は用紙のギャップと同じ長さになり ま
す。 距離が同じでないと、 プ リ ンタでギャ ップの位置を判定できていません。

用紙センサーのしきい値設定は、用紙しきい値は 「用紙」 (3)、ウェブしきい値は 「ウ ェ

ブ」） (4) で示されます。 センサー読み取り値の左側の数値を使用して、 センサー設定
の数値と比較します。

図 24 • センサー ・ プロ フ ィ ール ( 用紙のセクシ ョ ン )
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2
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仕様
この項では、 プリ ンタの機能および仕様について説明します。
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一般的な仕様

一般的な仕様 ZM400/RZ400 ZM600/RZ600

高さ 338 mm 13.3 インチ 338 mm 13.3 インチ

幅 278 mm 10.9 インチ 341 mm 13.4 インチ

奥行き 475 mm 18.7 インチ 475 mm 18.7 インチ

重量 ( オプシ ョ ンを含ま
ない )

15 kg 32.4 ポンド 16 kg 34.7 ポンド

電源 90 ～ 265 VAC、 48 ～ 62 Hz、
5 アンペア ( ヒ ューズ )

90 ～ 265 VAC、 48 ～ 62 Hz、
5 アンペア ( ヒ ューズ )

温度 稼動 40 ～ 104°F 5 ～ 40°C 40 ～ 104°F 5 ～ 40°C

保管 –40 ～ 140°F –40 ～ 60°C –40 ～ 140°F –40 ～ 60°C

相対湿度 稼動 20 ～ 85% ( 非結露 ) 20 ～ 85% ( 非結露 )

保管 5 ～ 85% ( 結露なきこ と ) 5 ～ 85% ( 結露なきこ と )

通信インターフェイス • USB 2.0

• 双方向パラレル

• シ リ アル ・ インターフェイス

• RS-232C、 DB9F コネクタ付き

• 設定可能ボー ・ レート  (300 ～ 115,200 kB)、 パリティ、 データ ・
ビッ ト 。 ス ト ップ ・ ビッ トは 1 または 1 に設定可能。

• ソフ ト ウェア (XON/XOFF)、 ハード ウェア (DTR/DSR、
RTS/CTS) 通信ハンドシェイ ク ・ プロ ト コル

• RS422/485、 オプシ ョ ンのアダプタ付き

• ZebraNet プリ ン ト ・ サーバ — イーサネッ ト ・ ネッ ト ワーク ・ プ リ
ン ト ・ サーバ  (10BASE-T、 100BASE-TX)

• ZebraNet ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ - 802.11b/g 準拠ワイヤレ
ス ・ プ リ ン ト ・ サーバ

メモ リ 16 MB DRAM メモ リ  (12 MB 最大容量 )

8 MB フラ ッシュ ・ メモ リ  (2 MB 最大容量 )

フ ァームウェアがサポー
ト す る ラ ベル ・ フ ォ ー
マッ ト

• ZPL II

• XML 対応 ZPL
• EPL II (203 dpi ZM400 または ZM600 のみ )
• APL-I (203 dpi ZM400 または ZM600 のみ )
• APL-D (203 dpi ZM400 または ZM600 のみ )
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印刷仕様

印刷仕様 ZM400/RZ400 ZM600/RZ600

印刷解像度 8 ド ッ ト / ミ リ 203 ド ッ ト / イ
ンチ

8 ド ッ ト / ミ リ 203 ド ッ ト / イ
ンチ

12 ド ッ ト / ミ
リ

300 ド ッ ト / イ
ンチ

12 ド ッ ト / ミ
リ

300 ド ッ ト / イ
ンチ

24 ド ッ ト / ミ
リ

600 ド ッ ト / イ
ンチ

N/A N/A

ド ッ ト ・ サイズ

( 幅 x 高さ )

8 ド ッ ト / ミ リ 0.125 mm x 
0.125 mm

0.0049 in. x 
0.0049 インチ

0.125 mm x 
0.125 mm

0.0049 インチ x 
0.0049 インチ

12 ド ッ ト / ミ リ 0.0033 インチ x 
0.0039 インチ

0.084 mm x 
0.099 mm

0.084 mm x 
0.099 mm

0.0033 インチ x 
0.0039 インチ

24 ド ッ ト / ミ リ 0.042 mm x 
0.042 mm

0.0016 インチ x 
0.0016 インチ

N/A N/A

最初のド ッ ト位置 ( 用紙の内側の
端から測定 )

2.5 mm ± 1 mm (0.10 インチ ± 
0.04 インチ )

2.5 mm ± 1 mm (0.10 インチ ± 
0.04 インチ )

最大印字幅 8 ド ッ ト / ミ リ 104 mm 1044.09 インチ 168 mm 6.6 インチ

最小印字長 1 ド ッ ト行 1 ド ッ ト行

最大連続印字長 8 ド ッ ト / ミ リ 3,988 mm 157 インチ 2,590 mm 102 インチ

12 ド ッ ト / ミ リ 1,854 mm 73 インチ 1,143 mm 45 インチ

24 ド ッ ト / ミ リ 508 mm 20 インチ N/A N/A

バー ・ コード ・
モジュラス

（X） 寸法

非回転状の向き

8 ド ッ ト / ミ リ 4.9 mil ～ 49 mil 4.9 mil ～ 49 mil

12 ド ッ ト / ミ リ 3.3 mil ～ 33 mil 3.3 mil ～ 33 mil

24 ド ッ ト / ミ リ 1.6 mil ～ 16 mil N/A

回転状の向き

8 ド ッ ト / ミ リ 4.9 mil ～ 49 mil 4.9 mil ～ 49 mil

12 ド ッ ト / ミ リ 3.9 mil ～ 39 mil 3.3 mil ～ 33 mil

24 ド ッ ト / ミ リ 1.6 mil ～ 16 mil N/A

プログラム可能
な一定印字速度

8 ド ッ ト / ミ リ • 61 mm (2.4 インチ ) / 秒
• 76 ～ 254 mm/ 秒、 25mm 単

位 (3 ～ 10 インチ / 秒、 1 イ
ンチ単位 )

• 61 mm (2.4 インチ ) / 秒
• 76 ～ 254 mm/ 秒、 25mm 単

位 (3 ～ 10 インチ / 秒、 1 イ
ンチ単位 )

12 ド ッ ト / ミ リ • 61 mm (2.4 インチ ) / 秒
• 76 ～ 203 mm/ 秒、 25mm 単

位 (3 ～ 8 インチ / 秒、 1 イ
ンチ単位 )

• 61 mm (2.4 インチ ) / 秒
• 76 ～ 203 mm/ 秒、 25mm 単

位 (3 ～ 8 インチ / 秒、 1 イ
ンチ単位 )

24 ド ッ ト / ミ リ • 38 mm (1.5 インチ )
• 51 ～ 102 mm/ 秒、 25mm 単

位 (2 ～ 4 インチ / 秒、 1 イ
ンチ単位 )

N/A

E3® Element Energy Control 付き薄膜印刷ヘッ ド



仕様
用紙仕様

146

79695L-073 Z Series®/RZ™ シ リーズ ユーザー ・ ガイ ド 2011/3/18

用紙仕様

用紙仕様 ZM400/RZ400 ZM600/RZ600

ラベル長 最小 RFID に対応していない

切り取り 13 mm 0.5 インチ 13 mm 0.5 インチ

剥離 13 mm 0.5 インチ 13 mm 0.5 インチ

巻き取り 13 mm 0.5 インチ 13 mm 0.5 インチ

カッ ター 25.40 mm 1 インチ 25.40 mm 1 インチ

RFID ト ランスポンダーのタイプによって異なり ます *
最大 200 または 300 DPI

ド ッ ト / ミ リ

991 mm 39 インチ 991 mm 39 インチ

600 DPI 508 mm 20 インチ N/A N/A

ラベル幅 最小 RFID に対応してい
ない

25.4 mm 1 インチ 51 mm 2 インチ

RFID ト ランスポンダーのタイプによって異なり ます *
最大 切り取り /カッ ター 114 mm 4.5 インチ 178 mm 7.0 インチ

剥離 / 巻き取り 108 mm 4.25 インチ 171 mm 6.75 インチ

厚さ合計
（ライナーを含む場合）

最小 0.058 mm 0.0023 イ ン
チ

0.058 mm 0.0023 イ ン
チ

最大 0.25 mm 0.010 インチ 0.25 mm 0.010 インチ

芯サイズ 76 mm 3 インチ 76 mm 3 インチ

最大ロール直径 203 mm 8 インチ 203 mm 8 インチ

折り畳みパッ ク最大サイズ 
( 長さ  x 幅 x 高さ )

8.0 インチ . ×
4.5 インチ . ×
6.2 インチ .

203 mm ×
114 mm ×
157 mm

8.0 イ ンチ .
× 7.0 イ ンチ
. × 6.2 イ ン
チ .

203 mm ×
178 mm ×
157 mm

ラベル間間隔 最小 2 mm 0.079 インチ 2 mm 0.079 インチ

推奨値 3 mm 0.118 インチ 3 mm 0.118 インチ

最大 4 mm 0.157 インチ 4 mm 0.157 インチ

チケッ ト / タグ溝サイズ ( 幅 x 高さ ) 0.25 インチ 
× 0.12 イン
チ

6 mm × 
3 mm

0.25 インチ 
× 0.12 イン
チ

6 mm × 
3 mm

穴直径 3 mm 0.125 インチ 3 mm 0.125 インチ

溝または穴位置 ( 内側
の用紙端から中央に )

最小 3.8 mm 0.15 インチ 3.8 mm 3.8 

最大 57 mm 2.25 インチ 9 mm 3.5 インチ

黒マーク寸法 縦長 2.5 ～ 
11.5 mm

0.098 インチ
～ 0.453 イ
ンチ

2.5 ～ 
11.5 mm

0.098 インチ
～ 0.453 イ
ンチ

横幅 > 9.5 mm > 0.37 イン
チ

> 9.5 mm > 0.37 イン
チ

状態 内側の端から  1 mm (0.4 インチ ) 以内

濃度、 光学濃度計 （ODU） >1.0 ODU

最大用紙印字濃度 0.5 ODU

* ト ランスポンダー配置の情報については、
http://www.zebra.com/id/zebra/na/en/index/products/supplies/rfid_supplies/rfid_transponder_inlay.html を参照してください。

http://www.zebra.com/id/zebra/na/en/index/products/supplies/rfid_supplies/rfid_transponder_inlay.html
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リボン仕様

リ ボンのコーティング面は、 ロールの内側の場合と外側の場合があ り ます。使用する
リボンは、装着された熱転写オプシ ョ ンに適合する必要があ り ます。標準の熱転写オ
プシ ョ ン ( 黒いリボン ・ スピンドル ) は外側がコーティングされた リボンを使用し、
代替熱転写オプシ ョ ン ( グレーのリボン ・ スピンドル ) では内側がコーティングされ
た リボンを使用します。 詳細については、 36 ページの 「リ ボンの概要」 を参照して
ください。

リ ボン仕様 ZM400/RZ400 ZM600/RZ600

リ ボン幅

( 印刷ヘッ ドが過剰に摩耗しな
いよ うに、 少なく と も用紙の
幅以上の幅のリボンを使用す
るこ とをお勧めします。 )

最小 >51 mm* 2 インチ * >51 mm 2 インチ

最大 110 mm 4.3 インチ 174 mm 6.85 インチ

標準長 2:1 用紙対
リボン比率

300 m 984 フ ィート 300 m 984 フ ィート

3:1 用紙対
リボン比率

450 m  1476 フ ィート 450 m  1476 フ ィート

リボン ・ コアの内側直径 25.4 mm 1 インチ 25.4 mm 1 インチ

最大リボン ・ ロール ・ サイズ 81.3 mm 3.2 インチ 81.3 mm 3.2 インチ

* このプリ ンタでテス ト を行って認定されている最も狭いリボン幅は 51 mm (2 インチ ) です。使用する用紙よ り
も リボン幅が大きければ、 これよ り も幅が狭いリボンを使用できる場合があ り ます。 51 mm (2 インチ ) よ り も
幅が狭いリボンを使用する際は、用紙と合わせて リボンのパフォーマンスをテス ト して、希望の結果が得られ
るこ とを確認してください。
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プ リ ン タ ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン ZM400 ZM600 RZ400 RZ600

カッター X X X X

剥離 X X X X

ライナー巻き取り X 無効 X 無効

代替熱転写オプシ ョ ン ( グレーのスピンドル )、
内側がコーティングされた リボンを使用

X 無効 X 無効

工場出荷時の 64 MB フラ ッシュ ・ メモ リ  
(58 MB 最大容量 )

X X X X

300 dpi 印刷ヘッ ド X X X X

600 dpi 印刷ヘッ ド X 無効 無効 無効

巻き取り X X X X

外部プリ ン ト ・ サーバ
(10/100 または 10base-T)

X X X X

内部プリ ン ト ・ サーバ (10base-T) X X X X

ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ X X X X

RFID リーダー / エンコーダ オプシ ョ ン オプシ ョ ン 標準 標準
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